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１．策定経緯 

策定においては、公募による市民委員を含めた「南砺市交流観光まちづくりプラン策定委員会」

を設置するとともに、若手委員を中心とした「ワーキング部会」を設置して、実施を視野に入

れた具体的な事業の協議・検討を進めました。また、講演会やシンポジウムの開催、パブリック

コメントの実施を行い、より多くの市民の参画を促進し、市民協働によるプランの策定を推進し

ました。 

 

日程 内容等 市民 議会 
策定 

委員会 

ワーキング部会 

情報発信 魅力づくり おもてなし

平

成

24

年 

 

７月 

・委員の紹介、委嘱、委員長の選出 

・プラン策定の趣旨と今後の進め方 

・これまでの観光の取り組みと今後の課題のまとめ

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

第１回 

(7/26) 

 

８月 

・委員の紹介とプラン策定の趣旨 

・既往の取り組みのまとめ 

（マスタープラン・アンケート調査結果 等） 

・各ワーキング部会の検討テーマと今後の進め方 

 
 

講演会 
(8/20) 

   

 

 

第１回全体会 

（8/27） 

９月 

 

「交流観光まちづくりプラン」原案について 
・具体的戦略、基本事業の検討 

    

 

 

第１回 

(9/25) 

 

第１回

(9/11)

 

 

第１回

(9/18)

１０

月 

・アドバイザーによる討議 

・具体的事業、スタートアップ事業の検討・選定 

    
第２回

(10/10) 
 
第３回 

(10/26) 

第２回
(10/11)

 
 

第２回
(10/25)
第３回

(10/30)

１１

月 

・推進戦略、基本的事業についての審議 

・スタートアップ事業の確認、検討、審議 

・今後のスケジュールの確認 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

第２回 

(11/15) 

  

第３回

(11/8)

 

１２

月 

・「交流観光まちづくりプラン報告書」素案の作成       

平

成

25

年 

 

１月 

・「交流観光まちづくりプラン報告書」素案の作成 

 

 
 

中間報告
（1/8）

 

 

第３回 

（1/29） 

 

第２回全体会 

（1/24） 

２月 

「交流観光まちづくりプラン」最終案について 
・基本戦略、具体的事業全体の討議 

・実施に向けて 

 

 

フォーラム
（2/16） 

 
パブリック
コメント 

（2/16～  

全員 
協議会
（2/13）

産業建設
協議会
（2/22）

  

 

 

３月 

・調整、修正、審議 

 
 

「交流観光まちづくりプラン」策定 
 

   3/7）
 
 
 

プラン公表
（3/18） 

 
 

全体 
協議会
（3/18）

 

 

第 4 回 

(3/16) 
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２．策定体制 

１．実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．構成と役割 

①策定委員会 

【役 割】交流観光まちづくりプラン案の策定 

【委員長】学識経験者 

【構成員】観光関連団体、関係団体、公募市民 

 

②ワーキング部会 

【役 割】交流観光まちづくりプランの計画・事業内容の検討 

【構成員】観光関連団体、関係団体 

【アドバイザー】 

 

③事務局 

【役 割】委員会運営、資料作成などの事務的支援 

【構成員】観光課、コンサルタント（株式会社 上智） 

 

 

＜ 検討組織 ＞ 

策定委員会 ワーキング部会 

事務局 

＜ 市民参画 ＞ 

・シンポジウム 

・パブリックコメント 
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３．委員名簿 

①策定委員会 

役員名 氏 名 摘 要 備考 

委員長 高橋 光幸 富山国際大学現代社会学部教授  

委 員 中嶋 勝彦 帝京平成大学現代ライフ学部教授  

〃 磯部 賢 富山県観光課長  

〃 川合 声一 南砺市観光協会長  

〃 細川 哲 南砺市商工会専務理事  

〃 山田 晃 富山県観光連盟砺波地区会長  

〃 前川 正樹 西日本旅客鉄道（株）高岡地域統括  

〃 草木 健 加越能鉄道（株）営業部長  

〃 楠 順子 井波観光ガイド「井波の風」代表  

〃 村上 幸子 南砺市観光協会理事  

〃 上田 明美 南砺里山博体験企画者  

〃 中道 真由美 公募委員（立野原観光農園）  

〃 山本 誠一 公募委員（薪の音）  

〃 大浦 章一 南砺市産業経済部長  

〃 斉藤 宗人 南砺市企画情報課長  

計 １５名   

 

アドバイザー 片岡 吉則 飛騨高山観光案内所応接管理者  

〃 吉井 靖 （株） うぶすな 代表取締役社長  

〃 藤原 浩 （社） 日本フードアナリスト協会常任理事  

〃 古田 秘馬 （株）umari 代表取締役社長  

〃 宮西 幹男 地域力創研  
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②ワーキング部会 

NO 氏 名 備考 NO 氏 名 備考 

１ 岡部 智美 ファシリテーター（民宿おかべ） 16 坂井 晋 ログログファーム 

２ 中道真由美 策定委員（立野原観光農園） 17 崎田 宗孝 井波彫刻協同組合 

３ 宮下 直子 丸の内朝大学（NAO コーポレーション） 18 上田 匡人 IOX-AROSA 

４ 石本 泉 丸の内朝大学（五箇山和紙の里） 19 山崎友紀恵 南砺市観光協会事務局 

５ 小原 好喬 城端蒔絵１６世 20 富田 大輔 南砺市農政課 

６ 高田 哲親 お食事処 坂出 21 遠藤 聰 ファシリテーター（㈱上智） 

７ 小泉 正人 日の出屋製菓産業（株） 22 長田 久美 観光ガイド「機の声 じょうはな」 

８ 吉田 和人 いなみ木彫りの里 創遊館 23 川田 真紀 丸の内朝大学（自営業） 

９ 野原 善一 南砺市観光協会事務局 24 坂本 尚徳 丸の内朝大学（五箇山荘） 

10 勇崎 香志 南砺市商工課 25 岩元 和子 公募（砺波市観光協会） 

11 谷本 亙 ファシリテーター（地創研） 26 松井 紀子 ㈱松井機業 

12 山本 誠一 策定委員（薪の音） 27 向井竜太郎 福野タウンホテル ア・ミュー 

13 中川 裕子 丸の内朝大学（自営業） 28 東 憲如 ふくみつ華山温泉 

14 石村 修子 丸の内朝大学（千華園） 29 荒井 有紀 南砺市観光協会事務局 

15 荒井 崇浩 公募（土産・お休み処 あらい） 30 加藤 美穂 南砺市林政課 

 

 

③事務局 

役員名 氏 名 摘 要 備考 

事務局長 米田 聡 南砺市産業経済部観光課長  

事務局員 此尾 治和 南砺市産業経済部観光課長補佐  

〃 西野 哲也 南砺市産業経済部観光課  

〃 中井 麻衣 南砺市産業経済部観光課  

〃 河合 陽介 地創研  

〃 株式会社 上智 コンサルタント  
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３．アンケート調査結果 

本プランの策定にあたっては、市民や来訪者の「南砺市の交流観光」に関する意識や実態を把握するた

め、計３回のアンケート調査を実施しました。 

 

アンケート名 調査対象 サンプル数 調査内容 

①観光ボランティア 
ガイド意識調査 

「第２回観光ボランティアガイド

北陸大会in南砺」参加者 

（ 北 陸 地 域 の ガ イ ド の
方々） 

107 
 

配布数206 
回収率51.9% 

・南砺市の観光資源の認知度、希望

など 

・南砺里山博の魅力度、希望など 

②交流観光まちづくり
講演会来場者意識
調査 

「交流観光まちづくり講演
会」来場者 
（主に、南砺市民） 

117 
 

配布数135 
回収率86.7% 

・北陸新幹線の開通に向けた観光の

方向性、要望など 

③公共交通利用者 
意識調査 

ＪＲ城端線、イルカ交通高
速バス等の公共交通を利
用した来訪者 

１０９ 
・来訪者の観光の実態、希望など 

・公共交通の利用実態、希望など 
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１
．
観

光
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ

イ
ド

意
識
調
査

１
－
１

調
査

概
要

（
１
）

調
査

日
・

調
査

場
所

平
成

2
4
年

8
月

1
日

～
2
日

南
砺
農

業
会

館
（
「
第

2
回
観

光
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
北
陸

大
会

in
南

砺
」

会
場

）

（
２
）

調
査

方
法

観
光
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
大
会

開
催

時
に
参

加
者

を
対

象
と

し
て
ア

ン
ケ

ー
ト

票
を
配
布
し

、
大
会

終
了
時

に
ア

ン
ケ

ー
ト

票
を

回
収
し

ま
し

た
。

（
３
）

調
査

項
目

分
類

調
査

項
目

回
答

者
の

属
性

①
性

別

②
年

齢

③
居

住
地

④
南

砺
市

へ
の
来

訪
数

南
砺

市
の

観
光
に

つ
い
て

①
南

砺
市

の
主

な
観

光
資

源
で

行
っ

た
こ

と
が

あ
る
又

は
知

っ

て
い
る

も
の

②
南

砺
で

観
光
す

る
際

に
体

験
し
て

み
た

い
こ

と

③
南

砺
を

観
光
す

る
際

の
魅

力
的
な

プ
ラ

ン

④
南

砺
を

観
光
す

る
際

の
交

通
手
段

⑤
南

砺
を

観
光

す
る
際

に
最

も
重
視
す
る

こ
と

⑥
南

砺
市

の
主

な
祭
り
・
イ

ベ
ン

ト
で

行
っ

た
こ

と
が
あ
る
又
は

知
っ
て

い
る

も
の

⑦
南

砺
市

の
主

な
祭
り
・
イ

ベ
ン

ト
で

Ｐ
Ｒ

資
料
を

見
た
う

え
で

行
っ
て

み
た

い
も

の

南
砺

里
山

博
に

つ
い
て

①
南

砺
里

山
博

へ
の
参

加
意

識

②
南

砺
里

山
博

で
体
験

し
て

み
た
い
プ

ロ
グ

ラ
ム

③
南

砺
里

山
博

で
魅
力

が
な

い
と
感

じ
る

点

（
４
）

配
布

・
回

収
数

配
布

数
回
収

数
回
収

率
（

％
）

2
0
6

1
0
7

5
1
.9

１
－
２

調
査

結
果

（
１
）

回
答

者
の

属
性

■
回

答
者

の
性

別
は
、

男
女

と
も
に

同
じ

割
合

と
な

っ
て
い

ま
す

。

■
年

齢
別

で
は

、
6
0
歳
代

及
び

7
0
歳
代

以
上

の
割

合
が
大

部
分

を
占

め
て
い
ま

す
。

■
居

住
地

別
で

は
、
石

川
県

の
割
合

が
最

も
高

く
約

半
数
と

な
っ

て
い

ま
す
。

■
南

砺
市

へ
の

来
訪
回

数
は
、

3
回

目
以

上
の

割
合

が
最
も
高

く
約

半
数

と
な
っ
て

い
ま

す
。

4
0
歳

代

0
.9
%

5
0
歳

代

1
.9
%

6
0
歳

代

5
0
.5
%

7
0
歳

代

以
上

4
5
.8
%

無
回

答

0
.9
%

＜
回

答
者
の
年

齢
＞

男
性

4
6
.7
%

女
性

4
6
.7
%

無
回

答

6
.5
%

＜
回

答
者
の

性
別

＞

南
砺

市
内

1
0
.3
%

富
山
県
内

(南
砺
市
外

)

1
1
.2
%

石
川

県

4
6
.7
%

福
井

県

3
0
.8
%

無
回

答

0
.9
%

＜
回

答
者
の
居
住

地
＞

初
め

て

2
5
.2
%

2
回

目

1
4
.0
%

3
回

目

以
上

4
8
.6
%

無
回
答

1
2
.1
%

＜
南

砺
市
へ

の
来

訪
数

＞
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（
２
）

南
砺

市
の

観
光

に
つ

い
て

①
南

砺
市

の
主

な
観
光

資
源

で
行
っ

た
こ

と
が

あ
る
又

は
知

っ
て

い
る

も
の

（
複

数
回

答
）

■
観

光
資

源
の
認

知
度
は

、
「

瑞
泉

寺
・
八

日
町

通
り

(街
並
み

)」
、
「

井
波

木
彫
り
の

里
」
、
「

菅
沼

・

相
倉
合

掌
造

り
集
落
」

が
7
割

以
上

と
高

く
な
っ

て
い

ま
す
。

■
観

光
資

源
の

大
部
分

は
、

回
答
者

の
居

住
地
が
南

砺
市
か

ら
距

離
が

離
れ
る

ほ
ど

認
知

度
が

低
く

な
る

傾
向
に

あ
り

ま
す

。

＜
南
砺

市
の

主
な

観
光

資
源

で
行

っ
た

こ
と

が
あ

る
又
は

知
っ

て
い

る
も

の
（

居
住

地
別
）

＞

観
光

資
源

南
砺

市
内

富
山
県

内

(南
砺

市
外

)
石

川
県

福
井

県
全

体

菅
沼

・
相
倉
合

掌
造
り
集

落
1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

7
6
.0
%

5
1
.5
%

7
3
.8
%

五
箇

山
和
紙
の
里

1
0
0
.0
%

8
3
.3
%

5
8
.0
%

5
4
.5
%

6
3
.6
%

瞑
想

の
郷

・
そ
ば
の
郷
・天

竺
温
泉
の
郷

8
1
.8
%

9
1
.7
%

2
0
.0
%

3
.0
%

2
9
.0
%

大
牧

温
泉

9
0
.9
%

8
3
.3
%

5
4
.0
%

4
5
.5
%

5
8
.9
%

瑞
泉

寺
・八

日
町
通

り
(街

並
み
)

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

8
0
.0
%

6
3
.6
%

7
8
.5
%

井
波

木
彫
り
の
里

1
0
0
.0
%

9
1
.7
%

7
4
.0
%

6
9
.7
%

7
7
.6
%

い
の
く
ち
椿
館

1
0
0
.0
%

5
0
.0
%

8
.0
%

3
.0
%

2
0
.6
%

赤
祖

父
湖

9
0
.9
%

3
3
.3
%

6
.0
%

0
.0
%

1
5
.9
%

善
徳

寺
・城

端
の
街
並
み

1
0
0
.0
%

8
3
.3
%

5
0
.0
%

2
1
.2
%

4
9
.5
%

桜
ヶ
池

1
0
0
.0
%

8
3
.3
%

4
0
.0
%

6
.1
%

4
0
.2
%

安
居

寺
1
0
0
.0
%

6
6
.7
%

2
6
.0
%

0
.0
%

2
9
.9
%

フ
ロ
ー
ラ
ル
パ
ー
ク

7
2
.7
%

2
5
.0
%

8
.0
%

0
.0
%

1
4
.0
%

棟
方

志
功
記
念

館
・
愛

染
苑

1
0
0
.0
%

7
5
.0
%

6
2
.0
%

3
3
.3
%

5
7
.9
%

IO
X
-
A
R
O
S
A

1
0
0
.0
%

4
1
.7
%

2
2
.0
%

0
.0
%

2
5
.2
%

7
3
.8
%

6
3
.6
%

2
9
.0
%

5
8
.9
%

7
8
.5
%

7
7
.6
%

2
0
.6
%

1
5
.9
%

4
9
.5
%

4
0
.2
%

2
9
.9
%

1
4
.0
%

5
7
.9
%

2
5
.2
%

0
.0
%

1
0
.0
%

2
0
.0
%

3
0
.0
%

4
0
.0
%

5
0
.0
%

6
0
.0
%

7
0
.0
%

8
0
.0
%

9
0
.0
%

菅
沼
・

相
倉

合
掌

造
り

集
落

五
箇
山

和
紙

の
里

瞑
想

の
郷
・

そ
ば

の
郷

・
天

竺
温

泉
の

郷

大
牧
温

泉

瑞
泉

寺
・

八
日

町
通
り

(街
並
み

)

井
波
木

彫
り

の
里

い
の

く
ち
椿

館

赤
祖
父

湖

善
徳

寺
・

城
端
の

街
並

み

桜
ヶ
池

安
居

寺

フ
ロ

ー
ラ
ル

パ
ー

ク

棟
方
志

功
記

念
館

・
愛

染
苑

IO
X
-
A
R
O
S
A

＜
南

砺
市
の

主
な

観
光

資
源

で
行

っ
た

こ
と

が
あ

る
又

は
知

っ
て

い
る

も
の
＞

②
南

砺
市

で
観

光
す

る
際

に
体

験
し

て
み

た
い
こ

と
（

複
数

回
答

）

■
南

砺
市

で
観

光
す
る
際

は
、

「
地

元
ガ

イ
ド

に
よ

り
じ
っ

く
り

と
観

光
」
、

「
歴

史
的

な
街

並
み

を
訪

れ
る
」

、
「

ス
ロ

ー
フ
ー

ド
を

楽
し
む

」
と

い
っ

た
体

験
を
求

め
る

割
合

が
高
く

な
っ

て
い

ま
す

。

■
男

女
別

で
比

較
す
る

と
、

男
性
よ

り
女

性
の

ほ
う

が
「
モ

ノ
を

つ
く

る
体
験

メ
ニ

ュ
ー

」
を

求
め

る
傾

向
が
強

く
な

っ
て

い
ま
す

。

＜
南

砺
市

で
観

光
す

る
際

に
体

験
し

て
み

た
い

こ
と

（
居

住
地

別
）

＞

観
光

資
源

南
砺
市

内
富
山

県
内

(南
砺

市
外
)

石
川

県
福
井

県
全

体

歴
史
的
な

街
並
み

の
み

を
訪
れ

、
ゆ

っ
く

り
過

ご
す

6
3
.6
%

7
5
.0
%

6
8
.0
%

4
8
.5
%

6
1
.7
%

城
端
線

や
ロ
ー
カ

ル
バ
ス

で
、

特
に
目
的

な
く
の

ん
び

り
周
る

1
8
.2
%

8
.3
%

2
6
.0
%

3
3
.3
%

2
5
.2
%

山
並
み

や
川
沿
い

な
ど
を

歩
い

た
り
、
サ

イ
ク
リ

ン
グ

す
る

3
6
.4
%

1
6
.7
%

1
8
.0
%

9
.1
%

1
7
.8
%

地
元
の
食

材
・
郷

土
料

理
(ス

ロ
ー

フ
ー

ド
)を

楽
し

む
4
5
.5
%

5
8
.3
%

5
6
.0
%

4
2
.4
%

5
0
.5
%

巡
る
観

光
ス
ポ
ッ

ト
を
絞

り
、

1
箇

所
あ
た
り

を
深
く

楽
し

む
6
3
.6
%

1
6
.7
%

4
0
.0
%

3
9
.4
%

3
9
.3
%

登
山
を

し
た

り
、
景

色
を

楽
し

む
3
6
.4
%

8
.3
%

8
.0
%

3
.0
%

9
.3
%

地
元
ガ

イ
ド

に
よ

り
、
地

域
の

観
光
地
を

じ
っ

く
り

巡
る

4
5
.5
%

8
3
.3
%

6
6
.0
%

6
6
.7
%

6
6
.4
%

何
か

モ
ノ

を
作

る
体

験
メ

ニ
ュ

ー
に

参
加
す

る
2
7
.3
%

4
1
.7
%

1
2
.0
%

1
2
.1
%

1
6
.8
%

＜
そ

の
他
意
見

＞

・
お

縮
小
屋

と
そ

の
歴
史

、
流
刑
地

の
研

究
（
石

川
県
男
性
）

6
4
.0
%

2
4
.0
%

1
2
.0
%

5
0
.0
%

3
4
.0
%

6
.0
%

7
0
.0
%

8
.0
%

6
2
.0
%

2
8
.0
%

2
2
.0
%

5
4
.0
%

4
0
.0
%

1
4
.0
%

6
0
.0
%

2
6
.0
%

0
.0
%

2
0
.0
%

4
0
.0
%

6
0
.0
%

8
0
.0
%

歴
史
的

な
街

並
み

の
み

を
訪

れ
、

ゆ
っ

く
り

過
ご

す

城
端
線

や
ロ

ー
カ

ル
バ

ス
で

、
特

に
目

的
な

く
の

ん
び

り
周

る

山
並

み
や

川
沿
い

な
ど

を
歩

い
た

り
、

サ
イ

ク
リ

ン
グ

す
る

地
元

の
食

材
・

郷
土
料

理
(ス

ロ
ー
フ

ー
ド

)を
楽
し

む

巡
る

観
光

ス
ポ

ッ
ト
を
絞
り

、
1
箇
所

あ
た

り
を
深
く

楽
し

む

登
山

を
し
た

り
、
景
色

を
楽

し
む

地
元

ガ
イ
ド

に
よ

り
、

地
域
の
観

光
地

を
じ

っ
く

り
巡

る

何
か

モ
ノ
を

作
る

体
験
メ
ニ

ュ
ー

に
参

加
す

る

＜
南

砺
市
で

観
光

す
る

際
に

体
験

し
て

み
た

い
こ

と
（

男
女

別
）
＞

男
性

女
性

8



③
南

砺
を

観
光

す
る

際
の

魅
力

的
な
プ

ラ
ン

■
南

砺
を

観
光

す
る
際

の
魅

力
的
な

プ
ラ

ン
は

、
全

体
と
し

て
「

市
内

の
各
地

域
を

ゆ
っ

く
り

と
観
光

」

を
求
め

る
割

合
が
高
く

、
特

に
男
女
別

で
男

性
、

居
住
地

別
で

富
山

県
内

（
南
砺

市
外
）
に

お
い
て

そ

の
割
合

が
高

く
な

っ
て
い

ま
す

。

3
4
.0
%

4
6
.0
%

4
0
.2
%

2
0
.0
%

1
0
.0
%

1
5
.9
%

1
2
.0
%

6
.0
%

9
.3
%

6
.0
%

1
0
.0
%

7
.5
%

1
0
.0
%

1
2
.0
%

1
0
.3
%

8
.0
%

6
.0
%

6
.5
%

4
.0
%

2
.0
%

3
.7
%

6
.0
%

8
.0
%

6
.5
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

女
性

男
性

全
体

＜
南

砺
を
観

光
す

る
際
の

魅
力

的
な

プ
ラ

ン
（

男
女

別
）

＞

南
砺
市
内
の
各
地
域
を
ゆ
っ
く
り
と
観
光

白
川

郷
と
合
わ
せ
て
観
光

飛
騨
高
山
市
内
と
合
わ
せ
て
観
光

能
登

や
氷
見

(魚
・
海

)と
合

わ
せ
て
観
光

金
沢
市
内
と
合
わ
せ
て
観
光

立
山

黒
部
と
合
わ
せ
て
観
光

加
賀
や
宇
奈
月
な
ど
、
温

泉
地
と
合
わ
せ
て

観
光

無
回

答

3
6
.4
%

5
8
.3
%

4
0
.0
%

3
6
.4
%

4
0
.2
%

9
.1
%

8
.3
%

1
6
.0
%

1
8
.2
%

1
5
.9
%

1
8
.2
%6
.0
%1
5
.2
%

9
.3
%

9
.1
%8
.3
%

6
.0
%

9
.1
%

7
.5
%

9
.1
%

1
4
.0
%

9
.1
%

1
0
.3
% 1
6
.7
%

6
.0
%

6
.1
%

6
.5
%

8
.3
%

4
.0
%

3
.0
%

3
.7
%

1
8
.2
%

8
.0
%3
.0
%

6
.5
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

南
砺

市
内

富
山

県
内

(南
砺

市
外
)

石
川

県

福
井

県

全
体

＜
南

砺
を
観

光
す

る
際
の

魅
力

的
な

プ
ラ

ン
（

居
住

地
別
）

＞

南
砺
市
内
の
各

地
域
を
ゆ
っ
く
り

と
観
光

白
川
郷
と
合
わ
せ
て

観
光

飛
騨
高
山
市
内

と
合
わ
せ
て
観
光

能
登
や
氷
見
(魚

・
海
)と

合
わ
せ
て
観
光

金
沢
市
内
と
合

わ
せ
て
観
光

立
山
黒
部
と
合
わ
せ
て
観
光

加
賀
や
宇
奈
月

な
ど
、
温
泉
地
と
合
わ
せ
て
観
光

無
回
答

④
南

砺
を

観
光

す
る

際
の

交
通

手
段

■
南

砺
を

観
光

す
る
際

の
交

通
手
段

は
、

全
体

と
し

て
「
マ

イ
カ

ー
」

や
「
観

光
バ

ス
」

を
選

択
す

る
割

合
が
高

く
な

っ
て

い
る
な

か
で

、
南
砺

市
内

で
は

公
共

交
通
の
割

合
も

同
様

に
高

く
な

っ
て

い
ま
す

。

⑤
南

砺
を

観
光

す
る

際
に

最
も

重
視

す
る

こ
と

■
観

光
時

に
最

も
重
視

す
る

こ
と
は
、
全

体
と

し
て

「
わ
か

り
や

す
い

案
内
板
・
案

内
所

」
を

選
択
す

る

割
合
が

最
も

高
く

、
特
に

富
山

県
内
（

南
砺

市
外

）
に

お
い
て

そ
の

傾
向
が

顕
著

と
な

っ
て

い
ま

す
。

2
7
.3
%

5
8
.3
%

4
8
.0
%

4
2
.4
%

4
5
.8
%

9
.1
%

8
.3
%

2
.0
%

3
.0
%3
.7
%

2
7
.3
%

3
3
.3
%

3
2
.0
%

4
2
.4
%

3
4
.6
%

2
7
.3
%

1
0
.0
%

1
2
.1
%

1
1
.2
%

9
.1
%

8
.0
%

4
.7
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

南
砺

市
内

富
山

県
内

(南
砺

市
外
)

石
川

県

福
井

県

全
体

＜
南

砺
を
観
光

す
る

際
の
交

通
手

段
（
居

住
地

別
）

＞

マ
イ

カ
ー

レ
ン
タ
カ

ー
観
光
バ
ス

路
線
バ
ス
・
高
速
バ
ス
・
J
R
等
の

公
共
交
通

無
回
答

2
7
.3
%

8
.3
%

2
8
.0
%

1
5
.2
%

2
1
.5
%

9
.1
%

4
.0
%

6
.1
%

4
.7
%

1
6
.7
%

1
6
.0
%

1
2
.1
%1

3
.1
%

2
7
.3
%

1
0
.0
%

1
8
.2
%1
3
.1
%

9
.1
%

5
8
.3
%

2
4
.0
%

3
0
.3
%

2
9
.0
%

9
.1
%

8
.3
%

3
.0
%

2
.8
% 2
.0
%

0
.9
%

1
8
.2
%

8
.3
%

1
6
.0
%

1
5
.2
%

1
5
.0
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

南
砺

市
内

富
山

県
内

(南
砺

市
外
)

石
川
県

福
井
県

全
体

＜
南

砺
を
観
光

す
る

際
に

最
も

重
視

す
る

こ
と

（
居

住
地

別
）

＞

主
要
拠

点
駅
か
ら
の
観
光
地
へ
の
ア

ク
セ
ス

異
な
る
交
通
手

段
の
連
携

(ダ
イ
ヤ
・
割
引
料

金
等
)

観
光
地

間
の
ア
ク
セ
ス
(周

遊
バ
ス
・
循
環
バ
ス
等
)

高
速
道
路
な
ど

幹
線
道
路
網
が
整
備
さ
れ
て
い
る

わ
か
り

や
す
い
案
内
板
・

案
内
所

主
要
拠
点
駅
か

ら
の
レ
ン
タ
カ
ー
が
使
い
や
す
い

観
光
タ

ク
シ
ー
が
充
実
し
て

い
る

無
回
答
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⑥
南

砺
市

の
主

な
祭

り
・

イ
ベ

ン
ト
で
行

っ
た
こ

と
が

あ
る

又
は

知
っ

て
い

る
も

の
（

複
数

回
答

）

■
祭

り
・

イ
ベ

ン
ト
の
認

知
度

は
、

「
五

箇
山

こ
き

り
こ
祭

り
」

、
「

城
端
む

ぎ
や

祭
り

」
が

7
割
前

後

と
高
く

な
っ

て
い

ま
す
。

■
認

知
度
は

、
富
山
県

外
に

な
る
と

低
く

な
る

傾
向
に
あ

り
ま

す
。

＜
南
砺

市
の

主
な

観
光

資
源

で
行

っ
た

こ
と

が
あ

る
又
は

知
っ

て
い

る
も

の
（

居
住

地
別
）

＞

観
光

資
源

南
砺

市
内

富
山
県

内

(南
砺

市
外

)
石

川
県

福
井

県
全

体

菅
沼

親
子
獅
子

3
6
.4
%

2
5
.0
%

8
.0
%

9
.1
%

1
3
.1
%

五
箇

山
こ
き
り

こ
祭

り
7
2
.7
%

7
5
.0
%

7
4
.0
%

7
5
.8
%

7
4
.8
%

五
箇

山
ラ
イ
ト

ア
ッ

プ
6
3
.6
%

8
3
.3
%

6
2
.0
%

3
6
.4
%

5
6
.1
%

利
賀

フ
ェ
ス
テ

ィ
バ

ル
6
3
.6
%

6
6
.7
%

4
8
.0
%

1
8
.2
%

4
2
.1
%

ど
～

ん
と
利
賀
の
山

祭
り

7
2
.7
%

4
1
.7
%

1
8
.0
%

9
.1
%

2
3
.4
%

利
賀

そ
ば
祭

り
7
2
.7
%

8
3
.3
%

3
8
.0
%

2
7
.3
%

4
3
.0
%

井
波

よ
い
や
さ

祭
り

8
1
.8
%

5
0
.0
%

2
0
.0
%

1
5
.2
%

2
8
.0
%

井
波

彫
刻
祭
り

8
1
.8
%

7
5
.0
%

5
2
.0
%

5
7
.6
%

5
8
.9
%

い
の

く
ち
椿
祭

り
8
1
.8
%

5
0
.0
%

1
2
.0
%

9
.1
%

2
2
.4
%

つ
ば

き
の
郷
赤

祖
父

夏
祭
り

7
2
.7
%

4
1
.7
%

8
.0
%

6
.1
%

1
7
.8
%

城
端

曳
山
祭
り

8
1
.8
%

9
1
.7
%

5
8
.0
%

3
9
.4
%

5
7
.9
%

城
端

む
ぎ
や
祭

り
8
1
.8
%

9
1
.7
%

7
0
.0
%

4
5
.5
%

6
6
.4
%

福
野

夜
高
祭
り

8
1
.8
%

9
1
.7
%

3
4
.0
%

9
.1
%

3
7
.4
%

ス
キ

ヤ
キ
・
ミ

ー
ツ

・
ザ
・

ワ
ー
ル
ド

7
2
.7
%

5
8
.3
%

2
.0
%

0
.0
%

1
5
.0
%

福
野

ご
っ
つ
ぉ
里
い

も
祭
り

7
2
.7
%

6
6
.7
%

6
.0
%

3
.0
%

1
8
.7
%

福
光

ね
つ
お
く

り
七

夕
ま
つ

り
8
1
.8
%

5
8
.3
%

4
.0
%

1
2
.1
%

2
0
.6
%

ふ
く

み
つ
雪
あ
か
り

祭
り

7
2
.7
%

4
1
.7
%

1
2
.0
%

9
.1
%

2
0
.6
%

1
3
.1
%

7
4
.8
%

5
6
.1
%

4
2
.1
%

2
3
.4
%

4
3
.0
%

2
8
.0
%

5
8
.9
%

2
2
.4
%

1
7
.8
%

5
7
.9
%

6
6
.4
%

3
7
.4
%

1
5
.0
% 1
8
.7
%

2
0
.6
%

2
0
.6
%

0
.0
%

2
0
.0
%

4
0
.0
%

6
0
.0
%

8
0
.0
%

菅
沼

親
子

獅
子

五
箇

山
こ

き
り

こ
祭

り

五
箇

山
ラ

イ
ト

ア
ッ
プ

利
賀

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ
ル

ど
～

ん
と

利
賀
の

山
祭

り

利
賀

そ
ば
祭

り

井
波

よ
い

や
さ

祭
り

井
波

彫
刻

祭
り

い
の

く
ち

椿
祭

り

つ
ば

き
の

郷
赤

祖
父
夏

祭
り

城
端

曳
山

祭
り

城
端

む
ぎ

や
祭

り

福
野

夜
高

祭
り

ス
キ

ヤ
キ

・
ミ

ー
ツ
・

ザ
・

ワ
ー

ル
ド

福
野

ご
っ

つ
ぉ

里
い
も

祭
り

福
光

ね
つ

お
く

り
七
夕

ま
つ

り

ふ
く

み
つ

雪
あ

か
り
祭

り

＜
南

砺
市
の
主

な
祭
り
・
イ
ベ
ン

ト
で
行
っ
た
こ
と
が

あ
る
又
は
知
っ
て
い
る
も
の
＞

⑦
南

砺
市

の
主

な
祭

り
・

イ
ベ

ン
ト
で
Ｐ
Ｒ

資
料

を
見

た
う

え
で

行
っ

て
み

た
い

も
の

■
Ｐ

Ｒ
資

料
を
見

た
う
え

で
「
ぜ
ひ

行
き

た
い

」
又

は
「
行
っ

て
み

て
も

い
い

」
と

回
答

さ
れ

た
割

合
が

高
い
祭

り
・
イ

ベ
ン

ト
は
、
全
体
と

し
て
「

城
端
む

ぎ
や
祭
り

」
、
「

五
箇

山
こ
き

り
こ

祭
り

」
、
「

五

箇
山
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
」
、

「
城
端

曳
山

祭
り

」
な

ど
と

な
っ
て

い
ま

す
。

■
男

女
別

で
回

答
に
差

が
出

た
祭
り
・
イ

ベ
ン

ト
は

、
「
井

波
よ
い

や
さ

祭
り
」
、
「

い
の

く
ち
椿

祭
り

」
、

「
福
野

夜
高

祭
り

」
、
「

福
野

ご
っ
つ

ぉ
里

い
も

祭
り
」
な

ど
で

、
い

ず
れ

も
女

性
に

求
め

ら
れ
る

傾

向
に
あ

り
ま

す
。

4
.7
%

2
4
.3
%

1
5
.9
%

1
0
.3
%

3
.7
% 1
4
.0
%

6
.5
% 1
4
.0
%

7
.5
%

5
.6
%

2
7
.1
%

3
0
.8
%

1
4
.0
%

6
.5
%

3
.7
%

2
.8
%

3
.7
%

1
8
.7
%

2
2
.4
%

2
9
.0
%

2
1
.5
%

1
5
.9
%

2
1
.5
%

2
3
.4
% 2
1
.5
%

1
6
.8
%

1
5
.0
%

1
6
.8
% 1
8
.7
%

1
0
.3
%

6
.5
%

1
4
.0
%

1
5
.0
%

1
6
.8
%

2
9
.0
%

1
0
.3
%

1
3
.1
%

2
2
.4
%

2
7
.1
%

1
5
.9
%

2
0
.6
% 1
8
.7
%

2
4
.3
%

3
0
.8
%

1
3
.1
% 6
.5
%

2
6
.2
%

3
0
.8
%

2
9
.0
%

2
8
.0
%

2
5
.2
%

6
.5
%

2
.8
%

4
.7
%

5
.6
%

7
.5
% 6
.5
%

6
.5
%

3
.7
%

8
.4
% 9
.3
%

0
.9
%

2
.8
%

7
.5
%

1
2
.1
%

1
0
.3
%

1
0
.3
%

9
.3
%

1
.9
% 1
.9
%

1
.9
% 0
.9
%

0
.9
%

0
.9
%

0
.9
%

0
.9
%

3
.7
%

2
.8
%

1
.9
%

4
.7
%

3
9
.3
%

4
0
.2
%

3
5
.5
%

4
0
.2
%

4
3
.9
%

4
1
.1
%

4
2
.1
%

4
1
.1
%

4
3
.0
%

3
8
.3
%

4
1
.1
%

4
1
.1
%

4
2
.1
%

4
0
.2
%

4
0
.2
%

4
2
.1
%

4
0
.2
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

菅
沼

親
子

獅
子

五
箇

山
こ

き
り

こ
祭
り

五
箇

山
ラ

イ
ト

ア
ッ
プ

利
賀

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ
ル

ど
～

ん
と

利
賀

の
山
祭

り

利
賀

そ
ば

祭
り

井
波
よ

い
や

さ
祭

り

井
波

彫
刻

祭
り

い
の

く
ち

椿
祭

り

つ
ば

き
の

郷
赤

祖
父
夏

祭
り

城
端

曳
山

祭
り

城
端

む
ぎ

や
祭

り

福
野

夜
高

祭
り

ス
キ

ヤ
キ

・
ミ

ー
ツ
・

ザ
・

ワ
ー

ル
ド

福
野

ご
っ

つ
ぉ

里
い
も

祭
り

福
光

ね
つ

お
く

り
七

夕
ま
つ

り

ふ
く

み
つ

雪
あ

か
り
祭

り

＜
南

砺
の

主
な
祭
り
・
イ
ベ

ン
ト
で
Ｐ
Ｒ
資
料
を
見
た
う
え
で
行
っ
て
み
た

い
も
の
＞

ぜ
ひ
行
き
た
い

行
っ
て
み
て
も
い
い

ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い

あ
ま
り
興
味
が
な
い

全
く
興
味
が
な
い

無
回
答

10



2
0
.0
%

4
6
.0
%

4
0
.0
%

3
0
.0
%

1
4
.0
%

3
2
.0
%

1
8
.0
%

2
8
.0
%

1
0
.0
% 1
4
.0
%

4
6
.0
%

5
2
.0
%

1
6
.0
%

1
0
.0
%

1
0
.0
% 1
4
.0
%

1
6
.0
%

2
4
.0
%

4
6
.0
% 5
0
.0
%

3
4
.0
%

2
8
.0
%

3
8
.0
%

4
4
.0
%

4
0
.0
%

3
6
.0
%

3
0
.0
%

4
4
.0
%

5
0
.0
%

3
4
.0
%

1
8
.0
%

2
8
.0
%

2
4
.0
%

2
6
.0
%

0
.0
%

2
0
.0
%

4
0
.0
%

6
0
.0
%

菅
沼

親
子

獅
子

五
箇
山

こ
き
り

こ
祭

り

五
箇
山

ラ
イ
ト

ア
ッ
プ

利
賀
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

ど
～

ん
と
利

賀
の

山
祭

り

利
賀
そ

ば
祭
り

井
波

よ
い
や

さ
祭

り

井
波

彫
刻

祭
り

い
の

く
ち
椿

祭
り

つ
ば
き

の
郷

赤
祖

父
夏
祭
り

城
端

曳
山

祭
り

城
端

む
ぎ

や
祭

り

福
野

夜
高

祭
り

ス
キ

ヤ
キ

・
ミ
ー

ツ
・

ザ
・
ワ

ー
ル
ド

福
野
ご

っ
つ
ぉ
里

い
も
祭
り

福
光

ね
つ

お
く

り
七

夕
ま

つ
り

ふ
く

み
つ
雪

あ
か
り
祭

り

＜
南

砺
市
の
主
な
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ
資
料
を
見

た
う
え
で
行
っ
て
み
た
い
も
の
＞

*
男
女
別
で

「
ぜ
ひ
行
き
た
い
」
又
は
「

行
っ
て
み

て
も
い
い
」
と
答
え
た
方
の
割

合

男
性

女
性

（
３
）

南
砺

里
山

博
に
つ

い
て

①
南

砺
里

山
博

へ
の
参

加
意

識

■
南

砺
里

山
博

へ
の
参

加
意

識
は

、
全
体
と

し
て
「

ぜ
ひ
参
加

し
た

い
」
又

は
「
参

加
し
て

み
て

も
い

い
」

と
の
回

答
割

合
が

半
数
を

超
え

て
い
ま

す
。

■
男

女
別
で

は
男
性
よ

り
も

女
性
に

参
加

意
識

が
高

い
傾
向
が

み
ら

れ
る

ほ
か

、
居

住
地

別
で

は
富

山
県

外
に
な

る
と

低
く

な
る
傾

向
が

み
ら
れ

ま
す

。

※
無

回
答

の
割
合

が
半
数
以

上
で

あ
っ
た

た
め
、

有
効
回

答
の
み

を
用
い
て

割
合
を
算

出
し

て
い
ま

す
。

※
無

回
答

の
割
合

が
半
数
以

上
で

あ
っ
た

た
め
、

有
効
回

答
の
み

を
用
い
て

割
合
を
算

出
し

て
い
ま

す
。

1
6
.0
%

8
.7
%

1
1
.8
%

6
0
.0
%

4
3
.5
%

5
2
.9
%

2
4
.0
%

3
9
.1
%

3
1
.4
%

8
.7
%

3
.9
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

女
性

男
性

全
体

＜
南

砺
里

山
博

へ
の

参
加

意
識
（

男
女

別
）

＞

ぜ
ひ
参
加
し

た
い

参
加
し

て
み
て
も
い
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い

あ
ま
り
興
味
が
な
い

全
く
興

味
が
な
い

5
0
.0
%

1
0
.3
%

1
1
.8
%

3
3
.3
%

1
0
0
.0
%

5
1
.7
%

4
0
.0
%

5
2
.9
%

1
6
.7
%

3
1
.0
%

6
0
.0
%

3
1
.4
%

6
.9
%

3
.9
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

南
砺

市
内

富
山
県

内
(南

砺
市

外
)

石
川

県

福
井

県

全
体

＜
南

砺
里

山
博

へ
の

参
加

意
識

（
居

住
地

別
）

＞

ぜ
ひ
参
加
し

た
い

参
加
し

て
み
て
も
い
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い

あ
ま
り
興
味
が
な
い

全
く
興

味
が
な
い
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②
南

砺
里

山
博

で
体

験
し

て
み

た
い

プ
ロ
グ

ラ
ム

（
複

数
回

答
）

■
里

山
博

で
体

験
し
て

み
た

い
プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
全

体
と
し

て
「

歴
史

道
ウ
ォ

ー
ク

」
の

割
合

が
最
も

高

く
、
半

数
を

超
え
て
い

ま
す

。

■
男

女
別

で
比

較
す
る
と

、
「
歴
史

道
ウ

ォ
ー

ク
」

や
「
伝

統
文

化
体

験
」
な

ど
は

男
性

に
、
ま

た
「

民

宿
で
田

舎
体

験
」

や
「
地

元
の

食
づ
く

り
体

験
」

、
「
山
体

験
」

な
ど

は
女

性
に

よ
り

求
め

ら
れ
る

傾

向
に
あ

り
ま

す
。

※
無

回
答

の
割
合

が
半
数
以

上
で

あ
っ
た

た
め
、

有
効
回

答
の
み

を
用
い
て

割
合
を
算

出
し

て
い
ま

す
。

※
無

回
答

の
割
合

が
半
数
以

上
で

あ
っ
た

た
め
、

有
効
回

答
の
み

を
用
い
て

割
合
を
算

出
し

て
い
ま

す
。

3
1
.9
%

2
5
.5
%

5
7
.4
%

1
2
.8
%

2
9
.8
%

1
0
.6
%

0
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%
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1
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2
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2
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0
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1
0
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2
0
.0
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3
0
.0
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4
0
.0
%

5
0
.0
%

6
0
.0
%

7
0
.0
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伝
統

文
化

体
験

地
元

ガ
イ

ド
体

験

歴
史

道
ウ

ォ
ー

ク

自
然

遊
び

体
験

自
然

体
験

山
体

験

森
づ

く
り

体
験

民
宿

で
田

舎
体

験

農
作

業
体

験

地
元

の
食

づ
く

り
体
験

伝
統

食
体

験

食
文

化
体

験

＜
南

砺
里
山

博
で

体
験

し
て

み
た

い
プ

ロ
グ

ラ
ム
＞

4
7
.8
%

2
1
.7
%

6
9
.6
%

1
3
.0
%

2
6
.1
%

4
.3
%

0
.0
%

8
.7
%

4
.3
%

8
.7
%

3
4
.8
%

2
6
.1
%

1
8
.2
%

2
7
.3
%

4
0
.9
%

1
3
.6
%

3
1
.8
%

1
8
.2
%

0
.0
%

2
2
.7
%

0
.0
%

2
2
.7
%

2
7
.3
%

3
6
.4
%

0
.0
%

2
0
.0
%

4
0
.0
%

6
0
.0
%

8
0
.0
%

伝
統

文
化

体
験

地
元

ガ
イ

ド
体

験

歴
史

道
ウ

ォ
ー

ク

自
然

遊
び

体
験

自
然

体
験

山
体

験

森
づ

く
り

体
験

民
宿

で
田

舎
体

験

農
作

業
体

験

地
元

の
食

づ
く

り
体
験

伝
統

食
体

験

食
文

化
体

験

＜
南

砺
里
山

博
で

体
験

し
て

み
た

い
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
男

女
別

）
＞

男
性

女
性

③
南

砺
里

山
博

で
魅

力
が

な
い

と
感

じ
る

点
（
複

数
回

答
）

■
里

山
博

に
魅

力
を
感
じ

な
い

点
に

は
、

「
自

宅
か

ら
の
距

離
が

遠
い

」
、
「
現
地

ま
で

の
交
通

手
段

が

な
い
」

、
「

わ
ざ

わ
ざ
出

か
け

る
ほ
ど

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
な
い

」
と

い
っ

た
点
が

最
も

多
く

回
答

さ
れ

て
い
ま

す
。

※
無

回
答

の
割
合

が
半
数
以

上
で

あ
っ
た

た
め
、

有
効
回

答
の
み

を
用
い
て

割
合
を
算

出
し

て
い
ま

す
。

＜
そ

の
他
意
見

＞

・
高

齢
の
た

め
無

理
か
と

思
い
ま
す

（
福

井
県
男

性
）

・
自

分
が
情

報
不

足
、
年

齢
的
に

交
通
手

段
が
弱
い

（
石
川
県

男
性
）

・
い

つ
あ
る

の
で

す
か
？

（
内
容

が
）

良
く
わ

か
り
ま
せ
ん

（
石
川
県

女
性
）

2
2
.2
%

1
4
.8
%

2
2
.2
%

0
.0
%

7
.4
%

3
.7
%

1
4
.8
%

2
2
.2
%

1
1
.1
%

1
1
.1
%

1
8
.5
%

0
.0
%

5
.0
%

1
0
.0
%

1
5
.0
%

2
0
.0
%

2
5
.0
%

自
宅

か
ら
の
距
離
が

離
れ
す

ぎ
て
い

る

手
軽
さ

が
な
い
(予

約
等
が

面
倒
)

現
地
ま
で

の
交
通

手
段
が
な
い

参
加
費
用

が
か
か

る

全
く
知

ら
な
い

人
と
行

動
す

る
の
が

不
安

体
験
時
間

が
短

す
ぎ
る

複
数
の

プ
ロ
グ

ラ
ム
を

体
験
で

き
る
セ

ッ
ト
メ
ニ

ュ
ー
等

が
な
い

わ
ざ

わ
ざ
出

か
け
る

ほ
ど
の

プ
ロ
グ

ラ
ム

が
な

い

プ
ロ

グ
ラ
ム

参
加
地

の
周
辺

観
光
情

報
が

少
な
い

特
に
は

な
い
が

、
な
ん

と
な
く

他
地
域
と

比
較

し
魅
力
的

で
な
い

魅
力
的
で

な
い
と

感
じ
る

点
は

な
い
が

参
加
は
し

な
い

＜
南

砺
里

山
博

に
魅

力
が
な

い
と

感
じ

る
点

＞
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２
．
交

流
観

光
ま
ち

づ
く
り
講
演

会
来
場

者
意

識
調
査

２
－
１

調
査

概
要

（
１
）

調
査

日
・

調
査

場
所

平
成

2
4
年

8
月

2
0
日

じ
ょ
う

は
な
座

（
交
流
観

光
ま

ち
づ
く

り
講

演
会

会
場

）

（
２
）

調
査

方
法

「
新
幹

線
が

つ
な

ぐ
、
地
域

の
人

々
の

心
～
北

陸
新

幹
線
開

業
を

控
え

た
観
光

の
ま

ち
づ

く
り
～

」
と

題
し

て
開

催
さ

れ
た
講

演
会

の
開

会
前
に

来
場

者
を
対
象
と

し
て

ア
ン

ケ
ー

ト
票
を

配
布

し
、
閉
会

後
に
ア

ン

ケ
ー

ト
票

を
回

収
し
ま

し
た

。

（
３
）

調
査

項
目

分
類

調
査

項
目

回
答

者
の

属
性

①
性

別

②
年

齢

③
居

住
地

④
職

業

北
陸

新
幹

線
の

開
業

と
南

砺

の
交

流
観

光
ま

ち
づ

く
り

に

つ
い

て

①
北

陸
新

幹
線

の
開
業
に
期

待
す
る

こ
と

②
北

陸
新

幹
線

開
業
に

向
け

て
優
先

的
に

取
り

組
む

べ
き
こ

と

③
「
南

砺
里
山
博
」
の

様
な

交
流

を
活

か
し

た
観
光
ま
ち
づ

く
り

の
重
要

性

④
知

人
な

ど
に

案
内
し

た
い
南
砺
の

観
光

資
源

⑤
知

人
な

ど
に

案
内
し

た
い

南
砺
の

祭
り

・
イ

ベ
ン

ト

⑥
そ

の
他

、
講

演
会
の

内
容

や
南

砺
の

交
流

観
光

ま
ち
づ
く

り
に

関
す
る

自
由

意
見

（
４
）

配
布

・
回

収
数

配
布

数
回
収

数
回
収

率
（

％
）

1
3
5

1
1
7

8
6
.7

２
－
２

調
査

結
果

（
１
）

回
答

者
の

属
性

■
回

答
者

の
性

別
は
、

男
性

の
割
合
が
高

く
7
割
近

く
と
な

っ
て

い
ま

す
。

■
年

齢
別

で
は

、
5
0
歳
代

の
割

合
が

最
も
高

く
、
次
い
で

6
0
歳

代
、

4
0
歳

代
と

な
っ

て
い

ま
す

。

■
居

住
地

別
で
は

、
南

砺
市

内
の
割

合
が

最
も

高
く

7
割
以

上
を

占
め

て
い
ま
す

。

■
職

業
別

で
は

、
会
社

員
の

割
合
が

最
も

高
く

、
次

い
で
自

営
業

、
会

社
役
員

と
な

っ
て

い
ま

す
。

会
社

員

3
8
.5
%

会
社
役

員

1
5
.4
%

自
営

業

1
7
.1
%

主
婦

5
.1
%

学
生

0
.9
%

パ
ー

ト
等

0
.9
%

無
職

3
.4
%

そ
の
他

(公
務
員
他
)

1
7
.1
%

無
回

答

1
.7
%

＜
回

答
者
の

職
業
＞

南
砺

市
内

7
2
.6
%

富
山
県
内

(南
砺
市
外

)

1
4
.5
%

石
川

県

7
.7
%

岐
阜

県

4
.3
%

無
回

答

0
.9
%

＜
回

答
者
の
居
住

地
＞

2
0
歳
未

満

0
.9
%

2
0
歳

代

2
.6
%

3
0
歳

代

1
0
.3
% 4
0
歳
代

1
9
.7
%

5
0
歳
代

3
6
.8
%

6
0
歳

代

2
3
.9
%

7
0
歳

代

以
上

4
.3
%

無
回

答

1
.7
%＜

回
答

者
の
年

齢
＞

男
性

6
7
.5
%

女
性

2
4
.8
%

無
回

答

7
.7
%

＜
回

答
者
の

性
別

＞
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（
２
）

北
陸

新
幹

線
の

開
業

と
南

砺
の

交
流

観
光

ま
ち

づ
く

り
に

つ
い

て

①
北

陸
新

幹
線

の
開

業
に
期

待
す

る
こ

と

■
北

陸
新

幹
線

の
開
業

に
期

待
す
る

こ
と

は
、

全
体

と
し
て

「
観

光
に

よ
る
交

流
人

口
の

拡
大
」

の
割

合

が
最
も

高
く

過
半

数
を
占

め
て

い
ま
す

。

■
年

齢
別

で
比

較
す
る
と

、
5
0
歳

代
に

お
い

て
「

観
光
に

よ
る

交
流

人
口

の
拡
大

」
を
期
待

す
る

傾
向

が

強
ま
っ

て
い

ま
す

。

■
富

山
県

内
で

は
「
観

光
に

よ
る
交

流
人

口
の

拡
大

」
の
ほ

か
、

「
地

域
経
済

の
活

性
化
」
や
「

首
都

圏

へ
の
ア

ク
セ

ス
向

上
」

と
い

っ
た

点
に

も
期

待
が

も
た

れ
て
い

ま
す

。

5
9
.0
%

5
3
.8
%

7
2
.1
%

5
1
.5
%

2
0
.5
%

2
5
.6
%

1
8
.6
%

1
8
.2
%

2
.6
%

9
.1
%

1
5
.4
%

2
0
.5
% 4
.7
%

2
1
.2
%

2
.6
%

4
.7
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

全
体

5
0
歳

未
満

5
0
歳

代

6
0
歳

代
以

上＜
北

陸
新
幹

線
の

開
業

に
期

待
す
る

こ
と

（
年

齢
別

）
＞

観
光

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

経
済
交
流
の
活
性
化

南
砺

市
へ
の
企
業
誘
致

首
都
圏
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上

無
回

答

5
9
.0
%

5
5
.3
%

4
7
.1
%

1
0
0
.0
%

2
0
.5
%

2
3
.5
%

2
3
.5
%

2
.6
%

3
.5
%

1
5
.4
% 1
7
.6
%

1
7
.6
%

2
.6
%

1
1
.8
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

全
体

南
砺

市
内

富
山

県
内

(南
砺
市

外
)

富
山

県
外

(石
川
県

・
岐

阜
県

)

＜
北

陸
新
幹

線
の

開
業

に
期

待
す

る
こ

と
（
居

住
地

別
）

＞

観
光

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

経
済
交
流
の
活
性
化

南
砺

市
へ
の
企
業
誘
致

首
都
圏
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上

無
回

答

②
北

陸
新

幹
線

開
業

に
向

け
て

優
先

的
に
取

り
組

む
べ

き
こ

と
（

複
数

回
答

）

■
北

陸
新

幹
線

開
業
に

向
け

て
優
先

的
に

取
り

組
む
べ
き

こ
と

は
、

全
体
と
し

て
「

既
存

の
地

域
資

源
や

観
光
資

源
の

磨
き

上
げ
」

と
回

答
さ
れ

た
割

合
が

最
も

高
く
、

次
い

で
「

市
民
を

あ
げ

て
の

観
光

客
を

迎
え
る

態
勢

づ
く

り
」
、

「
広

域
観
光
ル
ー

ト
の

開
発
」
と

な
っ

て
い

ま
す

。

■
年

齢
別

で
比

較
す
る

と
、

若
い
世

代
ほ

ど
「

市
民

を
あ
げ

て
の
観

光
客

を
迎

え
る

態
勢

づ
く
り

」
を

重

視
す
る

一
方

、
高

齢
世
代

ほ
ど
「
新
幹

線
新

駅
か
ら

の
ア
ク
セ

ス
向
上

」
、
「
わ
か

り
や

す
い

案
内

所
・

案
内
板

の
設

置
」

、
「
宿

泊
施

設
の
整

備
」

と
い

っ
た
基
盤

施
設

等
の
充

実
を
重

視
す

る
傾

向
が
み

ら

れ
ま
す

。

■
居

住
地

別
で

比
較
す

る
と

、
富
山

県
内

で
は

「
既

存
の
地

域
資

源
や
観

光
資

源
の

磨
き

上
げ
」

の
割

合

が
最
も

高
く

な
っ

て
い
る

の
に

対
し
、
富

山
県
外

で
は
「
広
域

観
光

ル
ー

ト
の
開

発
」
の
割

合
が

高
く

、

周
辺
観

光
地

と
の

広
域
連

携
を

重
視
す

る
傾

向
に

あ
り

ま
す
。

1
0
.3
%

5
3
.8
%

2
7
.4
%

3
5
.0
%

1
9
.7
%

2
0
.5
%

2
8
.2
%

2
5
.6
%

1
4
.5
%

7
.7
% 1
1
.1
%

1
3
.7
%

1
1
.1
%

5
.1
%

0
.0
%

1
0
.0
%

2
0
.0
%

3
0
.0
%

4
0
.0
%

5
0
.0
%

6
0
.0
%

新
た
な

観
光
資

源
の
開

発
・
整
備

既
存

の
地

域
資

源
や

観
光
資
源
の

磨
き
上

げ

情
報

発
信

の
充
実

市
民

を
あ

げ
て
の

観
光
客
を
迎

え
る
態
勢

づ
く

り

体
験

型
観
光

メ
ニ
ュ

ー
の
充
実

南
砺

ブ
ラ
ン

ド
の
創

出
・
強
化

立
山

黒
部
や

金
沢
、

能
登
、
白
川

郷
、

高
山
な

ど
広
域

観
光

ル
ー

ト
の
開

発

新
幹
線

新
駅

か
ら

の
ア
ク

セ
ス
向

上

城
端
線

各
駅

か
ら

の
ア
ク

セ
ス
向

上

市
内

の
観

光
地
を

め
ぐ
る

シ
ャ

ト
ル
バ

ス
の
運

行

わ
か
り

や
す
い

案
内
所
・

案
内

板
の
設

置

首
都
圏

へ
の

観
光
プ

ロ
モ
ー
シ

ョ
ン

ホ
テ

ル
な
ど

宿
泊
施

設
の
整
備

レ
ン

タ
カ

ー
・
タ

ク
シ
ー
等
の

サ
ー
ビ
ス

の
充

実

＜
北

陸
新
幹

線
開

業
に
向

け
て

優
先

的
に

取
り

組
む

べ
き

こ
と

＞
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＜
北

陸
新

幹
線

開
業

に
向

け
て

優
先

的
に
取

り
組

む
べ

き
こ

と
（

年
齢

別
）

＞

北
陸

新
幹

線
開

業
に

向
け

た
取

り
組

み
5
0
歳
未

満
5
0
歳
代

6
0
歳

以
上

全
体

新
た

な
観

光
資

源
の

開
発
・
整

備
1
2
.8
%

9
.3
%

9
.1
%

1
0
.3
%

既
存
の
地

域
資

源
や

観
光
資

源
の
磨

き
上

げ
5
9
.0
%

5
8
.1
%

4
5
.5
%

5
3
.8
%

情
報
発

信
の
充

実
2
5
.6
%

3
0
.2
%

2
7
.3
%

2
7
.4
%

市
民
を

あ
げ

て
の
観

光
客

を
迎

え
る
態

勢
づ

く
り

4
3
.6
%

3
7
.2
%

2
4
.2
%

3
5
.0
%

体
験
型

観
光
メ

ニ
ュ

ー
の

充
実

1
7
.9
%

2
0
.9
%

1
8
.2
%

1
9
.7
%

南
砺
ブ

ラ
ン

ド
の
創

出
・

強
化

2
3
.1
%

2
7
.9
%

9
.1
%

2
0
.5
%

立
山
黒

部
や

金
沢

、
能

登
、

白
川

郷
、

高
山

な
ど

広
域

観
光

ル
ー

ト
の

開
発

2
8
.2
%

3
4
.9
%

2
1
.2
%

2
8
.2
%

新
幹
線

新
駅
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

向
上

2
5
.6
%

1
8
.6
%

3
6
.4
%

2
5
.6
%

城
端
線

各
駅
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

向
上

1
7
.9
%

7
.0
%

1
8
.2
%

1
4
.5
%

市
内
の
観

光
地

を
め
ぐ

る
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
の
運

行
7
.7
%

7
.0
%

9
.1
%

7
.7
%

わ
か
り

や
す

い
案

内
所
・

案
内
板
の

設
置

7
.7
%

1
1
.6
%

1
5
.2
%

1
1
.1
%

首
都
圏
へ

の
観

光
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

7
.7
%

1
6
.3
%

1
8
.2
%

1
3
.7
%

ホ
テ
ル

な
ど
宿

泊
施

設
の

整
備

2
.6
%

9
.3
%

2
1
.2
%

1
1
.1
%

レ
ン
タ

カ
ー

・
タ

ク
シ

ー
等
の

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
2
.6
%

0
.0
%

1
5
.2
%

5
.1
%

＜
北

陸
新

幹
線

開
業

に
向

け
て

優
先

的
に
取

り
組

む
べ

き
こ

と
（

居
住

地
別

）
＞

北
陸

新
幹

線
開

業
に

向
け

た
取

り
組

み
南

砺
市

内
富

山
県

内

(南
砺

市
外

)

富
山

県
外

(石
川

県
・
岐

阜
県

)

全
体

新
た

な
観

光
資

源
の

開
発
・
整

備
1
0
.6
%

1
1
.8
%

7
.1
%

1
0
.3
%

既
存
の
地

域
資

源
や

観
光
資

源
の
磨

き
上

げ
5
1
.8
%

8
2
.4
%

3
5
.7
%

5
3
.8
%

情
報
発

信
の
充

実
2
4
.7
%

3
5
.3
%

3
5
.7
%

2
7
.4
%

市
民
を

あ
げ

て
の
観

光
客

を
迎

え
る
態

勢
づ

く
り

3
7
.6
%

4
1
.2
%

1
4
.3
%

3
5
.0
%

体
験
型

観
光
メ

ニ
ュ

ー
の

充
実

2
0
.0
%

2
3
.5
%

1
4
.3
%

1
9
.7
%

南
砺
ブ

ラ
ン

ド
の
創

出
・

強
化

2
3
.5
%

1
7
.6
%

7
.1
%

2
0
.5
%

立
山
黒

部
や

金
沢

、
能

登
、

白
川

郷
、

高
山

な
ど

広
域

観
光

ル
ー

ト
の

開
発

2
0
.0
%

3
5
.3
%

7
1
.4
%

2
8
.2
%

新
幹
線

新
駅
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

向
上

2
4
.7
%

2
3
.5
%

3
5
.7
%

2
5
.6
%

城
端
線

各
駅
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

向
上

2
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
4
.5
%

市
内
の
観

光
地

を
め
ぐ

る
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
の
運

行
9
.4
%

0
.0
%

7
.1
%

7
.7
%

わ
か
り

や
す

い
案

内
所
・

案
内
板
の

設
置

9
.4
%

1
7
.6
%

1
4
.3
%

1
1
.1
%

首
都
圏
へ

の
観

光
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

1
2
.9
%

0
.0
%

3
5
.7
%

1
3
.7
%

ホ
テ
ル

な
ど
宿

泊
施

設
の

整
備

1
5
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

1
1
.1
%

レ
ン
タ

カ
ー

・
タ

ク
シ

ー
等
の

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
5
.9
%

0
.0
%

7
.1
%

5
.1
%

＜
そ

の
他
意
見

＞

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て

地
元
を

も
っ

と
愛
し
て
誇
れ
る

地
域
づ

く
り

を
進
め

る
（
南

砺
市

内
6
0
歳

代
女

性
）

・
統

一
感
を

創
り

出
し
て

ほ
し
い
（

南
砺

ブ
ラ
ン

ド
の
創
出
・

強
化
）
（

南
砺
市
内

3
0
歳

代
女

性
）

・
子

供
で
も

案
内

が
出
来

る
情
報
Ｄ

Ｂ
作

り
（
南

砺
市
内

3
0
歳

代
男
性
）

・
自
分

た
ち
が
当

た
り
前
と

思
っ

て
い
る

も
の
を
見

つ
け

る
こ
と

、
ま
ち

づ
く
り
に

住
民

が
楽
し

み
、
来

て
い
た

だ

い
た

人
と
共

に
迎
え
る

こ
と

が
大
切

。
（
南
砺

市
内

4
0
歳

代
女

性
）

・
開

業
前
の

準
備

（
立
ち

寄
っ
て
み

た
く

な
る
ル

ー
ト
づ
く
り
）

（
南
砺
市

内
5
0
歳

代
男
性
）

③
「

南
砺

里
山

博
」

の
様

な
交

流
を

活
か

し
た
観

光
ま

ち
づ

く
り

の
重

要
性

■
交

流
を

活
か

し
た
観

光
ま

ち
づ
く

り
に

対
し

て
「

と
て
も
重

要
だ

と
思

う
」

又
は

「
重

要
だ
と

思
う

」

と
回
答

さ
れ

た
割

合
は

、
全

体
と

し
て

8
割

以
上

と
高

く
な
っ

て
お

り
、

特
に
富
山

県
外

に
お
い

て
は

9
割

以
上

を
占

め
て

い
ま
す

。

＜
そ

の
他
意
見

＞

・
岐

阜
や
長

野
に

似
た
も

の
が
多

す
ぎ
る

（
富
山
県

内
4
0
歳

代
男
性
）

・
大

き
な
イ

ベ
ン

ト
、
歴

史
あ
る
も

の
に
的

を
絞
っ

た
方

が
い
い

（
南
砺
市

内
6
0
歳

代
女
性
）

・
重

要
だ
と

思
う

が
、
近

郊
、
市
内

の
方

々
の
交
流

も
し

っ
か
り

す
べ
き
（

南
砺

市
内

3
0
歳
代

女
性
）

・
地

道
な
交

流
が

必
要
で
す

（
南

砺
市

内
3
0
歳

代
女
性
）

3
6
.8
%

3
1
.8
% 4
1
.2
%

6
4
.3
%

4
7
.0
%

5
2
.9
%

3
5
.3
%

2
8
.6
%

6
.0
%

5
.9
%

1
1
.8
%

0
.9
%

5
.9
%

5
.1
%

4
.7
% 5
.9
%

7
.1
%

1
.7
%

2
.4
%

2
.6
%

2
.4
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

全
体

南
砺

市
内

富
山

県
内
(南

砺
市

外
)

富
山
県

外
(石

川
県

・
岐

阜
県

)

＜
南

砺
里

山
博

の
様
な

交
流

を
活

か
し
た
観

光
ま

ち
づ

く
り

の
重

要
性
（
居

住
地
別

）
＞

と
て
も
重
要
だ
と
思
う

重
要
だ
と
思
う

あ
ま
り
重
要
だ
と
思
わ
な
い

重
要
で
は
な
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
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④
知

人
な

ど
に

案
内

し
た

い
南
砺

の
観

光
資

源

■
知

人
な

ど
に

案
内
し

た
い

観
光
資

源
（

複
数

回
答
）
は

、
「

相
倉

合
掌

造
り

集
落

」
の

割
合

が
7
割

以

上
と
な

っ
て

い
る

ほ
か
、
「
菅
沼

合
掌

造
り
集
落

」
や
「
瑞
泉

寺
・
八
日

町
通
り
（
街
並

み
）
」
、
「
善

徳
寺
・

城
端
の

街
並
み

」
も

4
割
以

上
と

高
く
な

っ
て

い
ま
す

。

■
特

に
勧

め
た

い
観
光

資
源

（
一
つ

）
で

は
、

複
数

回
答
で
得

ら
れ

た
結

果
と

同
様

に
「

相
倉
合

掌
造

り

集
落
」

の
割

合
が

2
割
近

く
と

最
も

高
く

な
っ
て

い
る

ほ
か
、

「
善

徳
寺

・
城
端
の

街
並

み
」
や

「
菅

沼
合
掌

造
り

集
落

」
も

1
割
前

後
の

回
答

が
み
ら

れ
ま

す
。

＜
そ

の
他
意
見

＞

・
な

に
げ
な

い
田

園
風
景
（

南
砺

市
内

5
0
歳
代

男
性
）

・
こ

き
り
こ

の
里

、
村
上

家
、
岩

瀬
家
（

南
砺
市
内

6
0
歳
代

女
性
）

・
五

箇
山
の

民
謡

の
体
験

プ
ラ
ン
（

富
山

県
内

5
0
歳

代
）

・
道

宗
道
（
標

高
1
0
0
0
m
の
カ

ベ
）
（
南
砺
市

内
6
0
歳

代
男
性
）

・
絹

織
物
商

品
化

、
川
魚

料
理
、
観

光
ル

ー
ト
（

地
図
）
（
富

山
県
内

6
0
歳

代
女

性
）

・
福

光
美
術

館
、

医
王
山

、
多
く
の

ダ
ム
（

刀
利
、

臼
中

等
）
（

南
砺
市
内

5
0
歳
代

男
性
）

・
農

家
・
民

家
（
南

砺
市
内

3
0
歳
代

女
性
）

・
桂

湖
（
南

砺
市

内
3
0
歳

代
男
性
）

・
も

っ
と
ふ

つ
う

の
も
の
（

南
砺

市
内

3
0
歳
代

女
性
）

5
2
.1
%

7
0
.1
%

1
7
.9
%

1
7
.1
%

2
3
.9
%

5
2
.1
%

2
4
.8
%

2
.6
%

2
.6
%

4
1
.0
%

1
7
.1
%

9
.4
%

3
2
.5
%

7
.7
%

9
.4
%

1
8
.8
%

0
.0
% 3
.4
%

1
.7
%

6
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
.3
%

0
.9
%

1
.7
%

0
.9
%

0
.9
%

0
.0
%

2
0
.0
%

4
0
.0
%

6
0
.0
%

8
0
.0
%

菅
沼

合
掌

造
り

集
落

相
倉

合
掌

造
り

集
落

五
箇
山

和
紙

の
里

瞑
想

の
郷

・
そ

ば
の
郷

・
天

竺
温

泉
の

郷

大
牧

温
泉

瑞
泉

寺
・

八
日

町
通
り

(街
並

み
)

井
波
木

彫
り

の
里

い
の

く
ち
椿

館

赤
祖

父
湖

善
徳

寺
・

城
端
の

街
並

み

桜
ヶ
池

安
居

寺

棟
方

志
功

記
念

館
愛

染
苑

IO
X
-
A
R
O
S
A

＜
知

人
な
ど

に
案

内
し

た
い

南
砺

の
観

光
資

源
＞

案
内
し
た
い
観
光
資

源
（
複
数
回
答
）

特
に
勧
め
た
い
観
光
資
源
（
一
つ
）

⑤
知

人
な

ど
に

案
内

し
た

い
南

砺
の

祭
り

・
イ

ベ
ン

ト

■
知

人
な

ど
に

案
内
し

た
い

祭
り
・

イ
ベ

ン
ト

（
複

数
回
答

）
は

、
「

城
端
曳

山
ま

つ
り

」
の

割
合
が

過

半
数
と

な
っ

て
い

る
ほ
か
、

「
城
端
む

ぎ
や
祭
り

」
や

「
五
箇

山
こ

き
り

こ
祭
り

）
」

、
「

福
野

夜
高

祭
」
も

4
割
以

上
と

高
く

な
っ
て
い

ま
す

。

■
特

に
勧

め
た

い
観
光

資
源

（
一
つ

）
で

は
、

複
数

回
答
で

得
ら

れ
た

結
果
と

同
様

に
「

城
端

曳
山
ま

つ

り
」
の

割
合

が
2
割

以
上

と
最
も
高

く
な

っ
て
い

ま
す
。

＜
そ

の
他
意
見

＞

・
平

む
ぎ
や

ま
つ

り
（
南

砺
市
内

5
0
歳

代
男
性

）

・
井

波
太
子

伝
祭

り
（
富

山
県
内

4
0
歳

代
男
性

）

・
こ

き
り
こ

特
別

披
露
（

南
砺
市
内

6
0
歳

代
女

性
）

・
彫

刻
キ
ャ

ン
プ
（

南
砺
市

内
3
0
歳

代
女
性
）

1
6
.2
%

4
2
.7
%

2
7
.4
%

1
.7
%

1
1
.1
%

4
.3
%

2
7
.4
%

9
.4
%

6
.8
%

2
.6
%

0
.9
%

5
6
.4
%

4
4
.4
%

4
1
.0
%

1
7
.9
%

3
.4
%

1
6
.2
%

9
.4
%

1
.7
%

5
.1
% 6
.8
%

0
.0
% 1
.7
%

0
.0
% 1
.7
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.9
%

0
.0
%

2
2
.2
%

6
.8
%

3
.4
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

2
0
.0
%

4
0
.0
%

6
0
.0
%

五
箇

山
春

祭
り

五
箇

山
こ

き
り

こ
祭
り

五
箇

山
ラ

イ
ト

ア
ッ
プ

五
箇

山
麦

屋
ま

つ
り

利
賀

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ
ル

ど
～

ん
と
利

賀
の
山

祭
り

利
賀
そ

ば
祭
り

井
波

よ
い

や
さ

祭
り

井
波

彫
刻
ま

つ
り

い
の

く
ち

椿
ま

つ
り

つ
ば

き
の

郷
赤

祖
父
夏

ま
つ

り

城
端

曳
山
ま

つ
り

城
端

む
ぎ

や
祭

り

福
野

夜
高

祭

ス
キ

ヤ
キ

・
ミ

ー
ツ

・
ザ

・
ワ

ー
ル

ド

福
野

ご
っ

つ
ぉ

里
い
も

ま
つ

り

福
光

ね
つ

お
く

り
七
夕

ま
つ

り

ふ
く

み
つ
雪

あ
か
り
祭

り

＜
知

人
な
ど

に
案

内
し

た
い
南

砺
の

祭
り

・
イ

ベ
ン

ト
＞

案
内
し
た
い
祭

り
・
イ
ベ
ン
ト
（
複

数
回
答
）

特
に
勧
め
た
い
祭
り
・

イ
ベ
ン
ト
（
一
つ
）
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⑥
そ

の
他

、
講

演
会

の
内

容
や

南
砺

の
交
流

観
光

ま
ち

づ
く

り
に

関
す

る
自

由
意

見

■
講

演
会

の
内

容
や
南

砺
の

交
流
観

光
ま

ち
づ

く
り

に
関

す
る

自
由

意
見

で
は

、
南

砺
の

交
流
観

光
ま

ち

づ
く
り

の
方

向
性

に
対

し
て

の
意

見
が

2
6
件

と
多

く
み
ら

れ
、

特
に

「
市

民
の

お
も

て
な

し
の
心
が

大
切
」

と
い

っ
た

声
が
目

立
っ

て
い
ま

す
。

＜
講
演

会
の

内
容

や
南

砺
の

交
流

観
光
ま

ち
づ

く
り

に
関

す
る

主
な

意
見

＞

分
類

主
な

意
見

交
流

観
光

ま
ち

づ
く
り

の
方

向
性

(2
6
件

)

お
も

て
な
し

に
関
す

る
こ
と

(1
3
件

)

・
お
も

て
な

し
の
心
の

醸
成

が
大
切

。

・
市

民
に
観
光

客
を
迎
え

る
体

制
が
で

き
て
い
な

い
。
市

民
の

レ
ベ

ル
ア
ッ
プ

を
図

る
べ
き

。

南
砺

の
ブ

ラ
ン
ド

づ
く
り

や
情

報

発
信

に
関
す

る
こ
と
(8

件
)

・
資
源

を
お

宝
に
磨

き
上
げ
る

こ
と

が
大
切

。

・
南
砺

ら
し

い
歴
史

、
自
然
を
分
か

り
や
す

く
Ｐ
Ｒ

す
べ
き

。

・
自
分

の
県
、
そ
し
て

隣
の
県
の

こ
と

を
知
り

、
首
都
圏

に
発

信
し

て
い
く
こ

と
が
重

要
。

南
砺

で
楽

し
ん
で

も
ら
う
魅

力
づ

く
り

に
関
す

る
こ
と
(5

件
)

・
金
沢

、
高

岡
か
ら

の
二
次
交

通
を

何
と
か

す
べ
き
。

・
金
沢

と
セ

ッ
ト
に

す
る
点
、
線
、

面
の
観

光
戦
略

が
必
要

。

交
流

観
光

ま
ち

づ
く

り
の

実
施

体
制

や
事

業
推

進

に
関

す
る
こ
と

(3
件

)

・
観
光

に
関
す
る

高
度

な
知
識

を
身

に
つ
け

、
企

画
、
事

業
推

進
で

き
る
人
材

育
成
を

進
め
る

べ
き

。

・
講

演
の
段
階

は
終
わ
り

、
実
行

を
ひ
と
つ

で
も

積
み
重

ね
始

め
る

べ
き
。

そ
の

他
講
演
の
感
想

な
ど

(5
件

)

・
講

演
を
聞
き

大
変
勉
強

に
な

っ
た

。
頑
張

ろ
う

と
い
う

力
を

貰
っ

た
。

・
来
て

良
か

っ
た
。
元

気
に

な
れ
た

。

＜
自
由

意
見

一
覧
＞

・
金
沢

、
高
岡
か

ら
の
二

次
交

通
を
何
と

か
し
な

け
れ

ば
何
も
で

き
な
い

（
南

砺
市
内

5
0
歳
代
男

性
）

・
み
ん

な
で
一
途

に
続
け

る
こ

と
、
何
で

も
な
く

継
い

で
き
た
日

常
を
誇

れ
る

こ
と
が
大

切
。
お

も
て

な
し
を
楽

し
め
る

意
識

が
大
切
（

石
川
県

4
0
歳
代

男
性
）

・
南
砺

ら
し
い
歴

史
、
自

然
を

分
か
り
や

す
く
Ｐ

Ｒ
す

れ
ば
い
い

の
で
な

い
か

。
新
し
い

観
光
づ

く
り

は
ム
ダ
に

思
う
（

コ
ス

ト
、
わ
か

り
や
す

さ
、

マ
ネ

）
（

富
山
県

内
4
0
歳
代
男

性
）

・
面
が

大
切
。
つ

い
で
で

は
ダ

メ
は
そ
の

通
り
だ

と
思

い
ま
す
（

富
山
県

内
3
0
歳
代
女

性
）

・
①
資

源
を
お
宝

に
み
が

き
あ

げ
る
、
②

全
員
参

加
で

お
客
様
を

お
も
て

な
し

。
こ
の
２

つ
だ
け

。
こ

の
こ
と
に

ど
れ
だ

け
覚

悟
を
持
っ

て
取
り

組
め

る
か

が
ポ

イ
ン
ト
。

こ
れ
に

行
政

が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ

プ
を

と
れ
る
か

！
（

富
山
県

内
4
0
歳

代
男
性
）

・
今
日

ま
で
点
の

観
光
資

源
は

い
く
ら
か

情
報
発

信
さ

せ
て
い
る

が
弱
い

。
南

砺
市
は
金

沢
の
奥

座
敷

的
位
置
で

あ
り
、

金
沢

と
セ
ッ
ト

に
す
る

点
、

線
、

面
の

観
光
戦
略

が
必
要

と
思

い
ま
す
。

（
南
砺

市
内

6
0
歳
代
）

・
笑
顔

で
声
を
か

け
よ
う

。
み

ん
な
で
も

て
な
そ

う
。
（

南
砺

市
内

5
0
歳

代
男

性
）

・
お
宝

を
み

が
く

。
気

持
ち

を
一
つ
に

し
て
お

も
て

な
し
の
心

。
大

切
な

こ
と

を
た
く

さ
ん
教
え

て
頂
き

ま
し

た
。
（

南
砺
市

内
6
0
歳
代
女

性
）

・
高
橋

敦
司
さ
ん

の
話
を

聞
き

大
変
勉
強

に
な
り

ま
し

た
。
が

ん
ば
ろ
う

と
い

う
力
を

貰
い
ま
し

た
。
（

南
砺

市
内

6
0
歳

代
女
性

）

・
観
光

客
と
の
交

流
の
大

切
さ

が
わ
か
っ

た
。
受

け
入

れ
る
側
の

心
の
豊

か
さ

が
大
切
だ

と
思
う

。
観

光
は
物
で

は
な
く

人
で

す
。
（
南

砺
市
内

5
0
歳
代

女
性
）

・
全
員

の
心

が
揃

っ
て
お
も

て
な
し

を
す

る
。
自

分
達

が
誇

り
に
思
え

る
も
の

を
誇

れ
る

人
づ
く

り
を

し
た
い
と

思
い
ま

す
。
来
る

人
も

楽
し
み

、

迎
え

る
人

も
楽

し
み
、
皆

が
元
気

に
な

れ
る
観
光

を
め
ざ

し
た

い
で
す
。

（
南

砺
市
内

6
0
歳
代

女
性
）

・
面
で

観
光
誘
客

を
す
る

材
料

を
い
か
に

作
る
か

が
大
切

だ
と

痛
感
し
た

（
石

川
県

5
0
歳
代
男
性

）

・
問
-
5
に

「
五
箇
山

麦
屋
ま

つ
り
」

が
な
い

の
は
誠

に
残
念

で
す

（
富
山
県

内
5
0
歳
代
）

・
直
接

新
幹
線
が

通
ら
な

い
城

端
線
な
の

に
、
と

っ
て

も
新
幹
線

を
待
つ

気
持

ち
に
な
り

ま
し
た

。
自

分
た
ち
の

心
が
け

。
盛

り
上
げ
る

の
は
自

分
た

ち
と

気
づ

か
せ
て
も

ら
い
頑

張
ろ

う
と
思
い

ま
し
た

。
（

南
砺
市

内
6
0
歳
代
女

性
）

・
市
民

に
観
光
客

を
む
か

え
る

体
制
が
で

き
て
い

な
い

。
・
知
ら

な
い
人

を
見

る
と
き
白

い
目
で

見
る

。
・
観
光

客
に
場

所
を

聞
か
れ
て

も
適
切

に
答

え
ら

れ
な

い
。
・
観

る
所
を

聞
か

れ
て
も
答

え
の
持

ち
合

わ
せ
が
な

い
。

こ
ん
な

状
況
で
観

光
を
目

玉
に

し
よ
う
と

し
て
も

ダ
メ

。
市
民

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を
図
る

べ
き
だ

。
（

南
砺
市

内
6
0
歳
代
男

性
）

・
世
界

遺
産
が
近

く
に
あ

る
と

い
う
環
境

に
甘
ん

じ
ず

み
ん
な
で

力
を
あ

わ
せ

て
新
幹
線

を
お
む

か
え

で
き
る
よ

う
に
自

分
た

ち
で
何
が

で
き
る

か
考

え
て

み
た

い
と
思
い

ま
す
。

ワ
ク

ワ
ク
し
ま

す
。
通

勤
時

間
帯
以
外

は
ゆ

っ
く
り

走
る
席
を

設
け
る

と
い

う
運
行
に

は
大
賛

成
で

す
（
氷

見
→

城
端

）
（

南
砺
市

内
5
0
歳
代
女

性
）

・
住
民

が
自
分
た

ち
の
地

域
に

自
信
を
持

つ
。
当

た
り

前
の
こ
と

が
と
て

も
大

切
な
こ
と

が
た
く

さ
ん

あ
る
。
そ

れ
を
発

信
し

て
い
く
。

地
域
の

自
慢

、
私

た
ち

の
当
た
り

前
が
め

ず
ら

し
い
。

（
南
砺
市

内
4
0
歳
代
女

性
）

・
南
砺

に
来
た

ら
富
山

の
う

ん
ま
い
も

ん
、
ナ
ン

ト
み
～
ん

な
あ
っ

た
わ

！
個

性
の
あ

る
日
中
開

店
の
お

店
屋

さ
ん
（

南
砺
市

内
5
0
歳
代
男

性
）

・
地
域

の
人
達
の

お
も
て

な
し

の
心
が
大

事
。
地

域
の

宝
を
探
し

出
し
、

そ
れ

を
継
続
し

て
観
光

客
に

覚
え
さ
せ

る
（
ポ

ス
タ

ー
、
カ
レ

ン
ダ
ー

等
）

。
心

の
満

足
、
人
と

の
つ
な

が
り

を
得
る
観

光
が
大

事
（
観

光
客

の
高
齢

化
に

よ
り

）
（

南
砺
市

内
6
0
歳
代
女
性

）

・
住
民

参
加
の
極

意
を
聞

け
て

良
か
っ
た

（
こ
ん

に
ち

は
、
い
ら

っ
し
ゃ

い
ま

せ
、
”
私

の
住
ん

で
い

る
と
こ
ろ

は
こ
ん

な
に

良
い
と
こ

ろ
”
ゆ

っ
く

り
楽

し
ん

で
ま
た
来

て
く
だ

さ
い

）
。
2
0
1
5
年
ま

で
み
ん

な
で
勉

強
し
よ

う
！
！
（

南
砺
市

内
7
0
歳
以
上

女
性
）

・
来
て

良
か
っ
た

！
元
気

に
な

れ
た
。
（

南
砺
市

内
5
0
歳
代
男

性
）

・
自
分
達

の
誇
り
を

内
に
秘
め

た
ま
ま

の
人

が
多
い
と

思
う
。
沖

縄
の

人
の
よ
う

に
何
で
も

サ
イ
コ

ー
さ

あ
～
と
言

え
る
テ

ン
シ

ョ
ン
が
ほ

し
い

。

（
南
砺

市
内

3
0
歳
代
女
性

）

・
普
段

思
っ
て
い

る
こ
と

を
言

っ
て
く
れ

た
講
演

で
し

た
。
Ｄ
Ｃ

に
は
是

非
応

募
を
！
●

観
光
に

た
ず

さ
わ
る
方

の
地
位

、
報

酬
が
向
上

す
る
サ

イ
ク

ル
に

。
●

雑
務
に
追

わ
れ
る

の
で

は
な
く
、

高
度
な

知
識

を
身
に
つ

け
企

画
、
事

業
推
進
で

き
る
人

材
育

成
を
し
た

ら
よ
い

の
で

は
。
今

の
関

係
者

も
も

ち
ろ
ん
頑

張
っ
て

い
ま

す
が
。
気

軽
に
立

ち
寄

っ
て
意
見

が
い

え
る
協

会
で
あ
っ

て
ほ
し

い
（

南
砺
市

内
3
0
歳
代
女

性
）

・
と
な

り
の
石
川

県
に
住

ん
で

い
ま
す
が

、
上
記

の
ま

つ
り
な
ど

、
こ
ん

な
に

た
く
さ
ん

の
も
の

が
あ

る
と
い
う

こ
と
を

知
り

ま
せ
ん
で

し
た
。

ま
ず

は
自

分
の

県
、
そ
し

て
と
な

り
の

県
の
こ
と

を
知
り

、
関

東
、
関
西

な
ど

の
首
都

圏
に
発
信

し
な
け

れ
ば

い
け
な
い

と
思
い

ま
し

た
（
石

川
県

2
0
歳
代

男
性

）

・
加
賀

藩
ブ
ラ
ン

ド
を
有

効
利

用
す
る
意

味
も
含

め
て
、

金
沢

か
ら
近
い

こ
と

を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ

、
金

沢
か
ら
の

誘
客
に

取
り
組

む
べ

き
。
（
石

川
県

5
0
歳
代

男
性

）

・
講
演

の
段
階
は

終
わ
り

、
実

行
を
ひ
と

つ
で
も
積

み
重

ね
始

め
る
こ
と

（
石

川
県

5
0
歳
代
）

・
お
も

て
な
し
の

心
の
醸

成
が

大
切
だ
と

思
っ
た

。
市

全
体
が
も

っ
と
観

光
に

力
を
入
れ

る
べ
き

。
そ

し
て
市
民

に
も
っ

と
観

光
に
関
心

を
持
っ

て
も

ら
う

よ
う

に
努
め
る

。
（
南

砺
市

内
3
0
歳

代
男
性
）

・
新
幹

線
が
来
る

っ
て
の

は
す

ば
ら
し
い

事
な
の

だ
と

改
め
て
感

じ
ま
し

た
。

特
に
市

民
皆
で
作

り
上
げ

て
い

く
観
光
が

大
切
と

思
い

ま
し

た
。

新
し

い
お

宝
発

掘
も
大
切

で
す
が

、
す

で
に
あ
る

も
の
も

よ
り

楽
し
い

も
の
に

開
発

し
育

て
て

い
か
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
と
思

い
ま
し

た
。
Ｊ

Ｒ
さ

ん
の

Ｄ
Ｃ

に
乗
っ
か

っ
て
富

山
の

市
町
村
が

一
体
と

な
っ

て
観
光
地

を
磨

き
上
げ

れ
る
よ
う

に
！
最

後
に

こ
ま
ち
の

D
V
D
を
見

て
て

涙
が

出
ま

し
た

。
（

南
砺
市

内
6
0
歳
代
女

性
）

・
体
験

は
定
着
性

の
あ
る

も
の

が
良
い
と

思
い
ま

す
。

地
元
で
も

知
ら
な

い
事

が
多
い
の

で
案
内

が
出

来
な
い
（

富
山
県

内
6
0
歳
代
女

性
）
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３
．
公

共
交

通
利
用

者
意

識
調
査

３
－
１

調
査

概
要

（
１
）

調
査

日
・

調
査

場
所

平
成

2
4
年

1
0
月

2
3
日

～
平

成
2
5
年

1
月

1
0
日

Ｊ
Ｒ
城

端
線

駅
（

城
端
駅

・
福

野
駅
）、

イ
ル

カ
交
通

高
速

バ
ス

車
内
、

五
箇
山
地

域
（

五
箇
山

案
内

所
、

五
箇

山
温

泉
五

箇
山
荘

）、
き

よ
べ
呉

服
店

（
２
）

調
査

方
法

上
記
の

各
地

点
に

お
い
て

公
共

交
通
利
用

者
を
中

心
に

ア
ン
ケ

ー
ト
票
を

直
接
配
布

し
、
回
答

し
て

も
ら

い

ま
し

た
。

（
３
）

調
査

項
目

分
類

調
査
項

目

回
答

者
の

属
性

①
性
別

⑤
休

日
の

状
況

②
年
齢

⑥
旅

行
頻

度

③
居
住

地
⑦

自
動
車

免
許
の

有
無

④
職
業

今
回

の
南

砺
市

へ
の

旅
行

に
つ

い
て

①
交
通

手
段

⑦
市

内
の

特
別

な
目
的

地

②
旅
行

目
的

⑧
市

内
で

の
主
な

活
動

③
旅
行

の
同

行
者

⑨
南

砺
市

来
訪

前
に
訪

れ
た

所

④
南
砺

市
へ

の
来

訪
状
況

⑩
公

共
交

通
を

利
用
し

た
理

由

⑤
宿
泊

・
滞

在
状

況
⑪

公
共
交

通
を

利
用
し

た
感

想

⑥
食
事

の
状
況

今
後

の
旅

行
の

意
向

に
つ

い
て

①
今

後
南

砺
市

へ
旅

行
す

る
際

の

公
共

交
通

の
利

用
意
欲

③
南

砺
で

ゆ
っ

く
り
観

光
す

る
際

に
体
験

し
た

い
こ

と

②
公

共
交

通
利

用
に

あ
た

り
取

り

組
ん

で
ほ

し
い

こ
と

④
南

砺
を

観
光

す
る
際

の
魅

力
的

な
プ
ラ

ン

（
４
）

回
収

数

Ｊ
Ｒ

城
端

線
駅

（
城
端

駅
・
福
野

駅
）

イ
ル
カ

交
通

高
速

バ
ス

五
箇
山

地
域

（
五

箇
山

案
内
所

、
五

箇
山

荘
）

き
よ

べ
呉

服
店

無
回
答

計

2
4

4
5

3
5

3
2

1
0
9

３
－
２

調
査

結
果

（
１
）

回
答

者
の

属
性

■
回

答
者

の
性

別
は
、

女
性

の
割
合

が
高

く
な

っ
て

い
ま
す

。

■
年

齢
別

で
は

、
7
0
歳
代

の
割

合
が

最
も
高

く
、
次
い
で

6
0
歳

代
と

な
っ

て
い

ま
す
。

■
居

住
地

別
で

は
、
関

東
地
方

の
割

合
が

3
割
以

上
と

最
も
高

く
、
次
い
で

東
海

地
方
と
な

っ
て

い
ま
す

。

■
職

業
別

で
は

、
無
職

の
割

合
が
と

も
に
最
も

高
く
、
次

い
で

主
婦
、

会
社
員

と
な

っ
て

い
ま

す
。

■
休

日
の

状
況
は

、
「

無
職

で
ほ
ぼ
自
由

」
が

4
割
近

く
と

最
も

高
く

な
っ
て
い

ま
す

。

■
旅

行
頻

度
は

、
「
月

に
1
回
程

度
」

「
半
年

に
1
回
程

度
」

が
2
割

以
上

と
高

く
な
っ
て

い
ま

す
。

■
自

動
車

免
許

は
、
保

有
し

て
い
る

割
合

が
6
割
近

く
と
な

っ
て

い
ま

す
。

会
社

員

2
0
.2
%

会
社

役
員

0
.9
%

自
営

業

1
7
.1
%

自
営

業

8
.3
%

主
婦

2
2
.0
%

学
生

6
.4
%

パ
ー

ト
等

3
.7
%

無
職

2
3
.5
%

そ
の

他

6
.4
%

無
回

答

1
0
.1
%

＜
回

答
者
の

職
業
＞

南
砺

市
内

1
0
.1
%

富
山
県

内

(南
砺
市

外
)

1
4
.5
%

関
東

地
方

3
1
.2
%

東
海

地
方

1
9
.3
%

近
畿

地
方

1
3
.8
%

中
国

地
方

2
.8
%

四
国

地
方

0
.9
%

無
回

答

1
1
.9
%

＜
回

答
者
の
居
住

地
＞

2
0
歳
代

1
4
.7
%

3
0
歳

代

1
1
.9
%

4
0
歳

代

5
.5
%

5
0
歳

代

1
1
.0
%

6
0
歳

代

2
2
.9
%

7
0
歳

以
上

2
4
.8
%

無
回
答

9
.2
%

＜
回

答
者
の
年

齢
＞

男
性

3
3
.9
%

女
性

5
6
.9
%

無
回
答

9
.2
%

＜
回

答
者
の

性
別

＞
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あ
る

5
8
.7
%

な
し

2
1
.1
%無
回

答

2
0
.2
%

＜
自

動
車
免

許
の
有

無
＞

月
に
1
回

程
度

2
2
.1
%

月
に

2
～

3

回
程
度

8
.3
%

半
年
に

1
回

程
度

2
1
.1
%

半
年
に

2
～

3
回

程
度

1
9
.3
%

1
年
に

1

回
程

度

1
1
.0
%

そ
の
他

4
.6
%

無
回
答

1
5
.6
%

＜
旅

行
頻

度
＞

週
休

1
日

2
.8
%

週
休

2
日

3
1
.2
%

不
定

休

1
3
.8
%

無
職
で

ほ
ぼ
自
由

3
9
.7
%

そ
の
他

4
.6
%

無
回

答

1
7
.4
%

＜
休

日
の
状

況
＞

（
２
）

今
回

の
南

砺
市

へ
の

旅
行

に
つ

い
て

①
交

通
手

段

■
南

砺
市

ま
で

の
交
通

手
段

は
、
全

体
と

し
て
「
イ
ル
カ

交
通

」
を

利
用

し
た

割
合

が
4
割

以
上

と
最

も

高
く
、

次
い

で
「

Ｊ
Ｒ
城

端
線
」

と
な

っ
て

い
ま

す
。

■
居

住
地

別
で

比
較
す

る
と

、
東
海

地
方

に
お

い
て

「
イ

ル
カ

交
通

」
を

、
ま

た
近

畿
・

中
国
・

四
国

地

方
に
お

い
て

「
Ｊ

Ｒ
城
端

線
」

を
利
用
す
る

傾
向

が
顕
著
と

な
っ

て
い

ま
す

。

②
旅

行
目

的

■
旅

行
目

的
は

、
「
入

念
な
計

画
の

上
で
の

観
光

」
が

半
数
以

上
と

最
も

高
く

、
次
い

で
「
ぶ

ら
り
観

光
」
、

「
観
光

を
兼

ね
た

出
張
・

仕
事
」

と
な

っ
て

い
ま

す
。

3
0
.3
%

3
1
.8
%

3
2
.4
%

4
.8
%

6
3
.2
%

4
1
.3
%

4
5
.5
%

2
6
.5
%

8
5
.7
%

5
.3
%

7
.3
%

1
3
.6
%2
0
.2
%

9
.1
%

2
9
.4
%

9
.5
%

3
1
.6
%

0
.9
%

2
.9
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

全
体

富
山

県
内

関
東

地
方

東
海

地
方

近
畿
・

中
国

・
四

国
地

方

＜
交

通
手
段

（
居

住
地

別
）
＞

Ｊ
Ｒ
城

端
線

イ
ル
カ
交
通

加
越
能
バ
ス

そ
の
他

無
回
答

9
.2
%

5
8
.7
%

2
.8
%

3
.7
% 7
.3
%

1
6
.5
%

1
.8
%

0
.0
%

2
0
.0
%

4
0
.0
%

6
0
.0
%

8
0
.0
%

ぶ
ら

り
観
光

入
念

な
計

画
の
上

で
の
観

光

友
人
・
知

人
の
訪

問

観
光
を
兼

ね
た
帰

省

観
光

を
兼

ね
た
出

張
・
仕

事

そ
の

他

無
回

答

＜
旅

行
目
的

＞
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③
旅

行
の

同
行

者

■
旅

行
の

同
行

者
は
、
「
友

人
」
の

割
合
が

3
割

以
上

と
最
も

高
く
、
次

い
で
「

な
し
（

自
分

ひ
と

り
）
」
、

「
家
族

・
親
戚

」
と
な
っ

て
い

ま
す
。

■
旅

行
の

同
行

者
数
は

5
人

以
上

の
割

合
が

最
も

高
く
、
次

い
で

2
人

と
な

っ
て

い
ま
す

。

④
南

砺
市

へ
の
来

訪
状

況

■
南

砺
市

へ
の

来
訪
状

況
は

、
全
体

と
し

て
「

今
回

の
旅

行
が

初
め

て
」

の
割

合
が

若
干

高
く
な

っ
て

い

ま
す
。

■
居

住
地

別
で

比
較
す

る
と

、
富
山

県
内

や
東

海
地

方
は

「
２

回
目

以
上

」
の

割
合

が
高

く
、
そ

の
他

の

地
方
は

「
今

回
の

旅
行
が

初
め

て
」
の

割
合

が
高

く
な

っ
て
い

ま
す

。

な
し

(自
分

ひ
と

り
)

2
0
.2
%
,

夫
婦
,

1
0
.1
%

家
族
・

親
戚

1
8
.3
%
,

友
人

3
0
.3
%
,

仕
事

仲
間

・

会
社

同
僚

2
.8
%

学
校
・

会
社
等
の

団
体

3
.7
%

趣
味
・

サ
ー
ク

ル

等
の
団

体

1
2
.8
%
,

そ
の
他

1
.8
%

＜
旅

行
同

行
者
＞

一
人

1
8
.3
%

二
人

1
6
.5
%

三
人

6
.4
%
,

四
人

6
.4
%
,

五
人
以

上

2
1
.1
%

無
回

答

3
1
.2
%

＜
旅

行
同
行

者
数

（
回

答
者

含
む

）
＞

5
1
.4
%

4
.5
%

7
6
.5
%

3
3
.3
%

6
8
.4
%

4
8
.6
%

9
5
.5
%

2
3
.5
%

6
6
.7
%

3
1
.6
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

全
体

富
山

県
内

関
東

地
方

東
海

地
方

近
畿
・

中
国

・
四

国
地

方

＜
南

砺
市
へ

の
来

訪
状

況
（

居
住

地
別

）
＞

今
回
の
旅
行
が
初
め
て

２
回
目
以
上

⑤
宿

泊
・

滞
在

状
況

■
宿

泊
・
滞

在
状
況
は

、
「

南
砺
市

内
で

宿
泊

」
の

割
合
が

6
割

近
く

と
最

も
高

く
な
っ

て
い

ま
す

。

■
市

内
滞

在
時

間
・
宿
泊

数
は

、
「

1
泊

」
の

割
合

が
大
部
分

を
占

め
て

い
ま
す
。

■
市

内
宿

泊
者
の

宿
泊
先

は
、
「
五

箇
山

」
が

最
も

多
く
な

っ
て

い
ま

す
。

市
内

滞
在
時
間
・
宿

泊
数

回
答

件
数

5
時
間

未
満
（
未
宿

泊
者
）

4
件

5
時
間

以
上
（
未
宿

泊
者
）

3
件

1
泊

5
7
件

2
泊

6
件

3
泊

1
件

市
内

宿
泊
者

の
宿
泊
先

回
答

件
数

五
箇
山

（
五

箇
山
荘

、
五
ヨ
門

等
）

4
4
件

福
野

（
ア
・
ミ

ュ
ー
等

）
1
0
件

福
光

（
川
合

田
温
泉
）

1
件

⑥
食

事
の
状

況

■
食

事
の

状
況

は
、
「

南
砺

市
内
で

食
事

」
が

7
割
近

く
と

大
部

分
を

占
め
て

い
ま

す
。

■
市

内
の

食
事

先
は
、

「
五

箇
山
」

が
多

く
な

っ
て

い
ま
す
。

市
内

食
事
先

回
答

件
数

五
箇

山

（
道

の
駅

、
五
箇

山
荘

、
坂
出

食
堂
等

）
1
4
件

福
野

（
ア
・

ミ
ュ

ー
）

4
件

城
端

（
桜

ヶ
池
ク

ア
ガ
ー
デ

ン
、
か

ね
し
ま

）
2
件

南
砺
市
内

で
宿
泊

6
1
.5
%

南
砺
市

外

で
宿
泊

,

7
.3
%

宿
泊

し
な
い

1
9
.3
%

無
回
答

1
1
.9
%

＜
宿

泊
状

況
＞

南
砺
市

内

で
食
事

6
8
.8
%

南
砺

市
外

で
食

事

3
.7
%

食
事
は

し
な
い

1
3
.8
%

そ
の
他

3
.7
%

無
回

答

1
0
.1
%

＜
食

事
状
況
＞
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⑦
市

内
の

特
別
な

目
的

地

■
市

内
で

の
特

別
な
目

的
地

は
、
「
あ

る
」
と

回
答
し
た
割

合
が

7
割

以
上

と
大

部
分

を
占
め

て
い

ま
す

。

■
目

的
地

は
「

五
箇
山
」
が

最
も

多
く
、
次

い
で
「

井
波
（

瑞
泉

寺
、
街
並

み
）
」
と
「
城

端
（
街

並
み
、

じ
ょ
う

は
な

座
）

」
が
同

数
と
な

っ
て

い
ま

す
。

⑧
市

内
で

の
主

な
活

動
（

複
数

回
答

）

■
市

内
で

の
主

な
活
動

は
、

「
自
然

の
風

景
を

見
る

」
「
街
並

み
を

観
る

」
「

名
所

・
旧

跡
・
神

社
・

仏

閣
へ
行

く
」

「
温

泉
・
宿

で
ゆ

っ
く
り

」
と

い
っ

た
活

動
が
多

く
な

っ
て

い
ま
す

。

あ
る

6
5
.1
%

特
に
目
的

無
く
ぶ
ら

ぶ
ら
す
る

1
1
.0
%

そ
の

他

5
.5
%

無
回
答

1
8
.3
%

＜
市

内
の

特
別

な
目

的
地
の

有
無
＞

6
2
件

5
1
件

3
6
件

3
5
件

1
5
件

1
1
件

1
0
件

1
0
件

9
件

8
件

8
件

7
件

6
件

5
件

5
件

2
件

2
件

2
件

2
件

0
2
0

4
0

6
0

8
0

自
然

の
風
景
を

見
る

街
並
み

を
観
る

名
所
・

旧
跡
・

神
社
・
仏

閣
へ

行
く

温
泉
・

宿
で

ゆ
っ

く
り

伝
統

芸
能

の
鑑
賞

写
真

・
ブ
ロ

グ
な
ど

歴
史

学
習

・
研
究

友
人

・
知
人
の

訪
問

農
産

物
の

買
い
物

祭
り

な
ど
の

行
事
を

観
る

ド
ラ
イ

ブ

仕
事

や
出
張

、
帰
省

な
ど
の
用

事

美
術
館

・
博
物

館
・
植
物

館
な

ど
へ
行

く

職
人
や

店
主
・

ガ
イ
ド

な
ど
南
砺

の
人

と
の
交

流

ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

サ
イ
ク

リ
ン
グ

そ
の

他
ス

ポ
ー
ツ

農
園

・
農
作

業
体
験

創
作
(木

工
・

芸
術
な
ど

)体
験

＜
市

内
で

の
主

な
活

動
（
複
数

回
答

）
＞

3
7
件

6
件

6
件

5
件

4
件

1
件

0
2
0

4
0

五
箇

山
（
世

界
遺
産

、
合
掌
造

り
等
）

井
波
（

瑞
泉
寺

、
街
並

み
）

城
端

（
街
並

み
、
じ

ょ
う
は

な
座
）

菊
ま
つ
り

商
店

街
（
き
よ

べ
呉

服
店
等

）

散
居
村

＜
市

内
の
目

的
地
＞

⑨
南

砺
市

来
訪

前
に
訪

れ
た

所

■
南

砺
市

来
訪

前
は
、

他
の

地
域
に

立
ち

寄
っ

て
い

な
い
割
合

が
高

く
な

っ
て

い
ま

す
。

■
南

砺
市

来
訪

前
に
訪

れ
た

所
は
、
「
高

岡
」
が

最
も
多
く

、
次
い

で
「
白

川
郷
・
高

山
」
「
富

山
」
「

金

沢
」
が

同
数

と
な

っ
て
い

ま
す

。

■
南

砺
市

来
訪

前
に
訪

れ
た

所
で
の

活
動

は
、

「
街

並
み

を
観

る
」

「
自

然
の

風
景

を
見

る
」
「

名
所

・

旧
跡
・

神
社

・
仏

閣
へ
行

く
」

な
ど
が

多
く

な
っ

て
い

ま
す
。

南
砺

市
来
訪
前

に
訪

れ
た
地

域
回
答

件
数

高
岡

1
0
件

白
川
郷
・
高

山
5
件

富
山

5
件

金
沢

5
件

氷
見

4
件

福
井
県

・
滋

賀
県

3
件

新
潟

県
2
件

砺
波

1
件

小
矢

部
1
件

立
ち

寄
っ
た

3
0
.3
%

立
ち

寄
っ

て
い

な
い

4
5
.9
%

無
回
答

2
3
.9
%

＜
南
砺

市
来
訪
前
に
訪
れ
た
所

の
有
無
＞

1
2
件

1
0
件

9
件

5
件

2
件

2
件

1
件

1
件

1
件

1
件

1
件

0
5

1
0

1
5

街
並
み
を
観
る

自
然
の
風

景
を

見
る

名
所

・
旧
跡
・

神
社
・

仏
閣
へ

行
く

温
泉
・

宿
で
ゆ

っ
く
り

美
術

館
・
博

物
館
・

植
物
館

な
ど
へ

行
く

写
真
・
ブ

ロ
グ
な

ど

伝
統
芸

能
の

鑑
賞

歴
史
学

習
・

研
究

ド
ラ
イ
ブ

ウ
ォ
ー
キ

ン
グ

農
産
物

の
買

い
物

＜
南

砺
市

来
訪

前
に

訪
れ

た
所

で
の

主
な

活
動

（
複

数
回

答
）

＞
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⑩
公

共
交

通
を

利
用

し
た
理

由
（

複
数

回
答

）

■
公

共
交

通
を

利
用
し

た
理

由
は
、

「
飲

食
や

歓
談

、
景

色
を

見
な

が
ら

移
動

で
き

る
」

が
最
も

多
く

な

っ
て
お

り
、
次
い

で
「

運
賃
が

安
い

か
ら

」
、
「

自
家
用
車
だ
と

運
転

が
面

倒
、
交
通

事
故

が
心
配

」
、

「
鉄
道

・
バ

ス
に

乗
る
こ

と
自

体
が
楽

し
み

だ
か

ら
」

と
な
っ

て
い

ま
す

。

⑪
公

共
交

通
を

利
用
し

た
感

想

■
公

共
交

通
を

利
用
し
た

感
想

は
、

7
割

近
く

が
「

予
想
以
上

に
快

適
」

又
は
「
予

想
通

り
で
ま

あ
ま

あ

快
適
」

と
回

答
し

て
い
る

も
の

の
、
Ｊ

Ｒ
城

端
線

の
便

数
や
乗

り
継

ぎ
な

ど
に
不

満
を

寄
せ

る
声

も
み

ら
れ
ま

す
。

具
体
的

感
想

一
覧

＜
Ｊ
Ｒ

城
端

線
・
シ

ャ
ト
ル
バ

ス
等

＞
・

日
本

の
鉄

道
は
海

外
と
比
べ

て
も

安
全
・

快
適

・
新
幹

線
、

北
陸
本

線
が
事
故

の
た

め
遅
れ

あ
り

・
車
内

で
情

報
交
換

が
で
き
て

よ
い

・
Ｊ
Ｒ

城
端

駅
か
ら

の
交
通

の
便
が

悪
い

・
便
数

少
な

く
不
便

・
城
端

駅
で

降
り
て

か
ら
バ
ス

が
な

か
な
か
来

な
い

・
乗
り

継
ぎ
時

間
が
悪

い
・
五
箇

山
シ
ャ
ト

ル
バ

ス
の
菅

沼
停
留
所
が
わ

か
り
づ
ら

い
。
路

線
バ
ス

が
菅
沼
停

留
所

に
留
ま

る
と
聞
い

て
い

た
が

留
ま
ら
な

く
、

バ
ス
に

乗
れ
な
か

っ
た

。
＜

イ
ル

カ
交

通
＞

・
ス
ー

パ
ー

シ
ー
ト

利
用
で
ゆ

っ
た

り
で
き

ま
し
た

・
グ
ル

ー
プ

で
申
し

込
む
と
席

が
移

動
で
き

な
い

・
直
接

五
箇

山
入
り

で
き
る
唯

一
の

公
共
交

通
機
関
で

、
乗
車

時
間
も
程

良
い

・
乗
り

心
地

が
良
い

。
足
元
が

広
い

＜
加
越

能
バ

ス
＞

・
の
ん

び
り

景
色
を

見
れ
た

3
0
件

2
7
件

2
6
件

2
4
件

1
4
件

1
2
件

7
件

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

飲
食
や

歓
談
、

景
色
を

見
な
が

ら
移
動
で

き
る
か

ら

運
賃
が
安
い
か

ら

自
家
用

車
だ
と

運
転
が

面
倒
、
交
通

事
故

が
心

配
だ
か
ら

鉄
道
・
バ

ス
に
乗

る
こ
と
自
体

が
楽
し

み
だ
か
ら

所
要
時

間
が
短

い
、
道

路
の
渋

滞
な

ど
に

あ
わ

な
い
か
ら

運
転
免
許

ま
た
自

家
用
車
を
持

っ
て
い

な
い
か
ら

そ
の

他

＜
公

共
交
通

を
利

用
し

た
理
由

（
複

数
回

答
）

＞

予
想
以
上

に
快
適

35
.8
%

予
想
通
り

ま
あ
ま
あ

快
適

29
.4
%

普
通

7.
3
%,

予
想
よ
り

快
適
で
は

な
か
っ
た

4.
6%
,

快
適
で
は

な
か
っ
た

1.
8%

そ
の
他

1.
8%

無
回
答

19
.3
%

＜
公

共
交

通
を

利
用
し

た
感
想

＞

（
３
）

今
後

の
旅

行
の

意
向

に
つ

い
て

①
今

後
南

砺
市

へ
旅

行
す

る
際
の

公
共

交
通

の
利

用
意

欲

■
今

後
南

砺
市

へ
旅
行

す
る
際

は
、

「
今

回
と

同
じ

公
共
交

通
で

ま
た

利
用
し

て
来
た
い

」
と
回

答
し
た

割
合
が

7
割
以

上
と

高
く

な
っ
て
い

ま
す

。

②
公

共
交

通
利

用
に

あ
た

り
取

り
組

ん
で

ほ
し

い
こ
と

（
複

数
回

答
）

■
公

共
交

通
利

用
に
あ

た
り

取
り
組

ん
で

ほ
し

い
こ

と
に
は
、

「
鉄

道
と

バ
ス

の
乗

り
継

ぎ
を
便

利
に

す

る
」
が

最
も

多
く

回
答
さ

れ
、

次
い
で

「
鉄

道
や

バ
ス

の
運

行
回

数
を

増
や

す
」

、
「

主
要

交
通
拠

点

か
ら
観

光
ス

ポ
ッ

ト
へ
の

ア
ク

セ
ス
」

と
な

っ
て

い
ま
す
。

7
0
.6
%

6
.4
%

6
.4
%

0
.9
%

2
.8
%

1
2
.8
%

0
.0
%

2
0
.0
%

4
0
.0
%

6
0
.0
%

8
0
.0
%

今
回

と
同
じ

公
共
交

通
で
ま

た
利

用
し
て

来
た
い

今
回

と
別
の

公
共
交

通
を

利
用
し
て

来
た

い

自
家
用
車

で
来
た

い

利
用
し
た

く
な
い

そ
の
他

無
回

答

＜
今

後
南
砺

市
へ

旅
行

す
る

際
の
公

共
交

通
の

利
用

意
欲

＞

5
1
件

4
3
件

4
2
件

1
5
件

1
5
件

1
1
件

7
件

0
2
0

4
0

6
0

8
0

鉄
道

と
バ
ス

の
乗

り
継

ぎ
を
便
利
に
す

る

鉄
道

や
バ
ス

の
運
行

回
数
を
増

や
す

主
要

交
通

拠
点

か
ら
観

光
ス
ポ
ッ

ト
へ
の
ア
ク

…

レ
ン

タ
カ

ー
の
充
実

歩
く

環
境

の
快

適
化

観
光

タ
ク

シ
ー

の
充

実

レ
ン

タ
サ

イ
ク
ル

の
充

実

＜
公

共
交

通
利
用
に

あ
た
り
取

り
組
ん

で
ほ
し

い
こ
と
（

複
数

回
答

）
＞
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③
南

砺
で

ゆ
っ

く
り

観
光

す
る

際
に

体
験

し
た
い

こ
と

（
複

数
回

答
）

■
南

砺
で

ゆ
っ

く
り
観

光
す

る
際
は

、
男

女
と

も
に

「
歴

史
的

な
街

並
み

を
訪

れ
、

ゆ
っ

く
り
過

ご
す

」

「
地
元

の
食

材
・

郷
土
料

理
を

楽
し
む

」
と

い
っ

た
体

験
を
求

め
る

割
合

が
高
く

な
っ

て
い

ま
す

。

5
4
件

5
0
件

2
2
件

2
0
件

1
7
件

1
7
件

1
5
件

9
件

0
2
0

4
0

6
0

歴
史
的
な

街
並
み

を
訪
れ
、

ゆ
っ
く

り
過

ご
す

地
元
の

食
材
・

郷
土
料

理
を
楽

し
む

地
元

ガ
イ
ド

に
よ
り
、

時
間
を

か
け
て
地

域
の

観
光
地
を

巡
る

城
端
線
や

ロ
ー
カ

ル
線
に

乗
っ

て
、
の
ん

び
り
周

る

山
並

み
や
川
沿

い
、
湖

な
ど
を

歩
い

た
り

、
サ

イ
ク
リ
ン

グ
す
る

巡
る
観

光
ス
ポ

ッ
ト
を
絞
り

、
1
箇
所

あ
た
り
を

深
く
楽

し
む

登
山
を

し
た
り

、
景

色
を
楽

し
む

モ
ノ

を
作
る
体

験
メ
ニ

ュ
ー
に
参
加

す
る

＜
南

砺
で
ゆ

っ
く

り
観

光
す

る
際
に

体
験

し
た

い
こ

と
（
全

体
件

数
）

＞

5
4
.1
%

5
1
.4
%

3
5
.1
%

2
7
.0
%

1
6
.2
%

2
1
.6
%

1
8
.9
%

2
.7
%

5
3
.2
%

4
8
.4
%

1
4
.5
%

1
6
.1
%

1
6
.1
%

1
4
.5
%

1
2
.9
%

1
2
.9
%

0
.0
%

1
0
.0
%

2
0
.0
%

3
0
.0
%

4
0
.0
%

5
0
.0
%

6
0
.0
%

歴
史
的

な
街
並
み

を
訪
れ
、
ゆ

っ
く
り

過
ご
す

地
元

の
食
材

・
郷
土

料
理
を

楽
し
む

地
元
ガ
イ
ド

に
よ
り

、
時
間

を
か
け

て
地

域
の

観
光
地
を

巡
る

城
端
線

や
ロ
ー

カ
ル
線

に
乗
っ
て
、
の

ん
び
り
周

る

山
並

み
や
川

沿
い
、

湖
な
ど

を
歩
い

た
り

、
サ

イ
ク
リ
ン

グ
す
る

巡
る

観
光
ス

ポ
ッ
ト

を
絞
り

、
1
箇

所
あ

た
り

を
深
く
楽

し
む

登
山

を
し
た

り
、
景
色
を

楽
し
む

モ
ノ

を
作
る

体
験
メ

ニ
ュ
ー

に
参
加

す
る

＜
南

砺
で
ゆ

っ
く

り
観

光
す

る
際

に
体

験
し

た
い

こ
と

（
男

女
別
割

合
）

＞

男
性

女
性

④
南

砺
を

観
光

す
る

際
の

魅
力

的
な

プ
ラ

ン
（
複

数
回

答
）

■
南

砺
を

観
光

す
る
際

の
魅

力
的
な

プ
ラ

ン
に

は
、

全
体
と
し

て
「

白
川

郷
と

合
わ

せ
て

観
光
」

が
最

も

多
く
回

答
さ

れ
て

お
り
、

次
い

で
「
南

砺
市

内
の

各
地

域
を

ゆ
っ

く
り

観
光

」
、

「
能

登
や

氷
見
と

合

わ
せ
て

観
光

」
と

な
っ
て

い
ま

す
。

■
富

山
県

外
で

は
、
関

東
地

方
や
近

畿
・

四
国

・
中

国
地
方
の

回
答

者
が

「
白

川
郷

と
合

わ
せ
て

観
光

」

を
、
ま

た
東

海
地
方

の
回

答
者
が
「

能
登

や
氷

見
と
合
わ
せ
て

観
光

」
を
最
も

多
く

回
答
し

て
い

ま
す

。

＜
南

砺
を

観
光

す
る

際
の

魅
力

的
な

プ
ラ

ン
（

居
住
地

別
割

合
）

＞

全
体

富
山

県
内

関
東

地
方

東
海

地
方

近
畿
・
中
国

・
四

国
地

方

白
川

郷
と
合
わ
せ

て
観
光

2
0
.7
%

1
7
.6
%

2
3
.2
%

2
1
.2
%

2
1
.2
%

南
砺

市
内
の
各
地
域
を
ゆ
っ
く
り
観
光

1
5
.9
%

2
6
.5
%

1
4
.5
%

1
7
.3
%

1
2
.1
%

能
登

や
氷
見
と
合
わ
せ
て
観
光

1
4
.4
%

5
.9
%

1
8
.8
%

2
3
.1
%

6
.1
%

飛
騨

高
山
市
内
と
合
わ
せ
て
観
光

1
2
.5
%

1
4
.7
%

1
4
.5
%

5
.8
%

1
8
.2
%

金
沢

市
内
と
合
わ

せ
て
観
光

1
0
.6
%

1
4
.7
%

1
0
.1
%

1
3
.5
%

6
.1
%

立
山

黒
部
と
合
わ

せ
て
観
光

6
.3
%

2
.9
%

5
.8
%

7
.7
%

1
2
.1
%

加
賀

や
宇
奈
月
な
ど
温
泉
地
と
合
わ
せ

て
観
光

5
.8
%

0
.0
%

5
.8
%

9
.6
%

3
.0
%

4
3
件

3
3
件

3
0
件

2
6
件

2
2
件

1
3
件

1
2
件

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

白
川

郷
と
合

わ
せ
て
観
光

南
砺
市
内

の
各
地

域
を
ゆ

っ
く
り
観

光

能
登
や
氷

見
と
合

わ
せ
て
観

光

飛
騨
高
山
市

内
と

合
わ
せ

て
観

光

金
沢

市
内
と

合
わ

せ
て
観

光

立
山

黒
部
と

合
わ

せ
て
観

光

加
賀
や

宇
奈
月

な
ど
温

泉
地
と
合

わ
せ
て

観
光

＜
南

砺
を
観

光
す

る
際
の

魅
力

的
な

プ
ラ

ン
（
全

体
件

数
）
＞
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４．リファレンス事業 

 

 

全３６の具体的事業のうち、まずはじめに実施すべき事業である「スタートアップ事業」９事

業については企画プランを作成、また今後の観光振興の鍵となる事業として、さらに力を入れて

重点的に進めていく事業については「パワーオン事業」とし、７事業の具体的取り組みを整理し

ました。 

これら以外の２０事業についても、事業主体や実施の内容、想定される効果等の具体的なイメー

ジが持てるように、このうちの５つの事業について、公共・民間の違いを問わず全国の参考となる

先例・類似の取り組みをとりあげ、リファレンス事業として整理・紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リファレンス事業 Ｒ

南砺市が世界に誇る井波彫刻や五箇山和紙、城端蒔絵などの伝統工芸や、宮大工、茅葺きなどの技術

の魅力を継承・発信する一方法として、「南砺男子（仮称）」の一環として、継承者によるツアーの開催などの

交流の場の提供や、奥深さをより知ってもらうための体験プログラムの取り組み。 

１．伝統工芸＋職人の創造と交流の場づくり

農産物の収穫体験や農家への滞在による生活・暮らし体験などの体験型観光の充実を図るための、民家

等への受け入れ体制の仕組みづくりや、空き家などの古民家を活用した宿泊施設の整備検討など、受け入

れ施設の充実を図る取り組み。 

３．体験受け入れ施設の充実

ミシュラン社の旅行ガイド「グリーンガイド・ジャポン」で最高評価の３つ星で紹介された、高山や白川郷、金

沢との広域連携により、様々なテーマでこのルートを巡ることができるよう、観光資源の発掘や関連団体とのイ

ベントの共催、共同宣伝、マップの作成、二次交通網の整備促進などを進め、広域周遊観光を楽しむことの

できる環境を整えます。 

２．北陸飛騨３つ星街道    周遊ルートづくり

山～里までの豊かな自然や多様な景色を、より深く味わってもらうためのウォーキングやサイクリングコース

の発掘と活用、道宗道を活用したトレッキングの展開・発信、またレンタサイクルの整備、インタープリターによ

るツアーの展開などの取り組み。 

４．ウォーキング・サイクリング・トレッキング環境づくり

今後の城端線の存続や、北陸新幹線の開業による富山・高岡方面からの鉄道による観光誘導も含めて、

城端線各駅の魅力化や城端線を活用した観光活動を推進するうえで、参考となる、全国の地方ローカル鉄

道の取り組み。 

５．城端線で来たくなる環境・交通づくり

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ
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■参考事例 １  京都市 

京都の魅力を支え続けた職人は今―真実を知るツアー 
 

実施 

イメージ 

文化が発展していく裏でそれを支える職人。 

「東山職人弾丸ツアー」では、東山で活躍している職人さんたちを訪ね、 

ものづくりの現場や職人の知恵を見学し、日本文化の魅力を見直して 

いく企画。 

普通の旅行でも、実際に京都に住んでいても、なかなか職人と直接 

交流できる機会はなく、市民にとっても京都をより奥深く知ることができ 

るイベントとなっている。 

 

 

 

実施主体 
主催：京都造形芸術大学プロジェクトセンター 

協力：六原自治連合会  発信：京都で遊ぼうＡＲＴ 

企画：近代産業遺産アート再生プロジェクトまか通Ｖ 

リファレンス事業１
【情報発信 ２－②】  伝統工芸＋職人の創造と交流の場づくり 対象事業 

★ポイント★  
自治会と大学 等との

連携プロジェクト

個々に散在していた沢山の情報を、わかりやすく集約・整理し、京都の「文化情報」に特化した情報の検索・発信

サイトとして「京都で遊ぼう ART」を立ち上げ、単なる表面的な観光情報のレベルに留まらない、より詳しく深みのある

内容を掲載するとともに、京都を舞台に「文化」をキーワードにした、人と人とをつなぐ交流の場を提供しています。 

＊いくつかのグループに別れ、陶芸や竹細工など職人も内容も

様々なツアーを実施。 

＊興味のあるツアーを選んで参加できる。 

「京都で遊ぼうＡＲＴ」ＨＰより

■参考事例 ２  民間企業 

見たことない仕事、見に行こう。～仕事旅行～ 
 

実施 

イメージ 

 

 

仕事見学 

ツアー例 

【仕事見学ツアー 江戸の職人編】 

３つの異なる職人の工房に訪問し、 

それぞれの仕事の内容や仕事に対する 

想いを聞いたり、簡単な仕事体験も行い 

ながら、仕事の雰囲気を味わう。 

 

 

実施主体 合同会社 仕事旅行社 （東京都） 

現場の人間のみぞ知るしごとの面白さ、深みなど、通常の旅行では触れられない世界への旅を提供しています。

普段とは違う仕事に触れ、その仕事の醍醐味を体感し、新しい世界の扉を開くきっかけや貴重な財産となること

を目指している事業ですが、伝統工芸や職人の体験事業として、実際のいつもの仕事場で仕事風景や職人との交

流ができるのが特徴です。 

＊定員数：限定１０名 

価格：１２，０００円 

□左官職人＠西日暮里 

□ 銀師＠蔵前 

□染物職人＠西早稲田 

■交流会＠五反田 
「京都で遊ぼうＡＲＴ」ＨＰより

★ポイント★  
実際の仕事場に
潜入できる！

「仕事旅行」ＨＰより

Ｒ
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■参考事例 １  飛騨高山 

里山サイクリング＋ ○○ ～飛騨・旅のしおり～ 
 

実施 

イメージ 

 
 

サイクリング
＋α例 

 

1 泊 2 日の週末旅行からゆっくりした里山ステイまで、飛騨古川や高山 

以外に、さらにひとひねりした過ごし方をあわせて案内している。 

 

 

 

 

実施主体 主催： 「飛騨里山サイクリング」 株式会社 美ら地球 

リファレンス事業２
【魅力づくり １－①】  北陸飛騨３つ星街道   周遊ルートづくり 対象事業 

里山サイクリングでは「里山サイクリング＋○○」として、サイクリングのみでなく、食事や温泉郷、合掌造りなどを

組み合わせて、よりサイクリングを楽しんでもらうための旅のしおりを＋αで紹介しています。 

飛騨高山を拠点としながら、ＨＰでの紹介先は岐阜県内だけでなく、五箇山や八尾、能登まで広げています。 

■参考事例 ２  和歌山県田辺市 

『 Ｋ ＵＭＡ Ｎ Ｏ  Ｔ Ｒ Ａ Ｖ Ｅ Ｌ  』     
 

実施 

イメージ 

■現地を知り尽くしたスタッフが作り上げた″モデルコース″の提供のみでなく、 

■宿やサービス、オプションツアーを選択してセミ・オーダーの旅を作る 

■宿のみ、オプションツアーのみ 

の予約も、インターネットで自由自在にできるようになっている。 

実施主体 一般社団法人 田辺市熊野ツーリズムビューロー 

『KUMANO TRAVEL』は、熊野地方を中心に、紀伊半島南部を広域的にカバーする着地型旅行会社「田辺市熊
野ツーリズムビューロー」が運営する旅行提供インターネット＋予約サイト。 

熊野ツーリズムビューローは、世界旅行ツーリズム協議会（WTTC）主催「第 12 回明日へのツーリズム賞」の最終
選考に日本初でノミネートされるなど、ﾃﾞｨｽﾃｨﾈｰｼｮﾝや地域貢献、グローバルビジネスの発展に努めています。 

★ポイント★  
高山は経験済！という
旅行者に様々なコース
を紹介→リピーターへ

「飛騨里山 

サイクリング」 

ＨＰより 

１日目 朝、飛騨へ向かい、昼ごろ到着
午後から、飛騨里山サイクリングツアーへ参加 
ツアー後、貸し古民家へご案内 
２日目 
ここから、北アルプスへのハイキング、
温泉三昧、能登へ 
小旅行など、過ごし方は様々 
MTB の長期レンタルも可能！ 

１日目 朝、富山空港へ 

おわら風の盆で有名な八尾の町に寄り道して
から、富山春日温泉にあるリバーリトリート雅楽倶へ
２日目 チェックアウト後、約 1 時間半のドライブで 
飛騨古川へ。午後から、飛騨里山サイクリングツアー
へ参加。ツアー後は再び富山方面へ。 
氷見直送回転ずしを堪能してから富山空港へ 

 【☆私たちが自信を持ってお届けするオススメプラン☆】 
 

『モデルコース』
のみでなく 

『セミｵｰﾀﾞｰ』の旅
も可能！

「熊野ツーリズムビューロー」ＨＰより 

今オススメの宿

１箇所！！

 
★ポイント★  

“セミオーダー”可で 
自由度を持たせながら、 
“今しかない、できない” 

ツアー等を提供し、 
限定感もアピール！ 

限定ツアー

モデルコース 
オススメ１つのみ！ 

Ｒ
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■参考事例 １  千葉県館山市・南房総市 

『南房総ほっとはなっと』～”暮旅”・暮らすように旅する ～ 
※「はなっと」は房州弁で「岬の先」「房総半島の南端」の意味 

 

実施 

イメージ 

「地域コーディネーター会議」にて立案、 

実践するにあたって、 

企画運営を各該当宿泊施設や NPO 法人等の活動団体、 

観光マイスター等へ依頼。 

 

実施主体 

主催： ：「南房総ほっとはなっと」実行委員会 
 
「地方の元気再生事業（H20）」において、「南房総観光カレッジ」を開設。着地型旅行商品の開発や

マーケット分析、マネジメント手法などの観光マネジメント学習プログラムの開発と実践を通して、観光人
材の育成を図った。「南房総観光カレッジ」の卒業生有志により「地域コーディネーター会議」を設置し、
体験型・着地型旅行商品等を立案・実践し、３５プログラムが商品化されている。 

リファレンス事業３
【魅力づくり ２－②】  体験受け入れ施設の充実 対象事業 

『南房総ほっとはなっと』は、南房総に住む 100 人が知恵とおもてなしの心を 出し合って企画した手作りのイベン

トで、様々な体験プログラムを通じて“ほっと”な旅を演出しています。 

 

「渚の駅たてやま旅情報」ＨＰより作成 

No.19 Sweet Strawberry Stay 
～春の房総 イチゴづくしのおもてなし～ 

 
滞在中のチェックインからチェックアウトまで、イチゴづくしのおもてなし。  
◇部屋には甘い香りのイチゴのティーセット＆スナックを用意。  
◇食前酒のイチゴ酒は、房総の造り酒屋 240 年の伝統を守る亀田酒造のもの。 

地元産イチゴ使用。  
◇デザートにはご自身で作る「簡単イチゴ大福」。   
◇天然温泉湯上りには鴨川産イチゴのアイスクリーム。■集合場所・会場：鴨川館  

■参加費 24,300 円～ 
（夕食は個室料亭「よしだや」にて）  

■１日 3 組 6 名様限定プラン  
■申込締切 2 日前まで  
■申込・問合せ/企画運営 ㈱吉田屋 

No.23 房州時間 
～楽しもう。「海辺の食卓」～ 

 
房州のゆったりとした時間の流れと、自然の中で営まれる里海と里山を通じた 

生活と、またそれらを取り巻く人々との交流の中から新しい生き方を見つけるため 
のプログラム。南房総館山の海辺の生活に溶け込み、旬の「海辺の食卓」を味わえる。 
 
房州坂田〈ばんだ〉、海と自然と漁のまち。 
■１日目 海辺の魚介や野草など地域だけの食材を、地域の人たちと一緒に自分たちで探して、まさ

に御当地だけの夕食を味わう。 
■２日目 漁師さんと一緒に漁師体験、港で魚の仕分けと浜の朝食。南房総の自然や生活の中で、

驚きと発見の「海辺の食卓」。普段の日常とは違う「房州の時間」を楽しむ 2 日間。  

■集合場所・会場：坂田民宿 八郎平 
■参加費 16,000 円（※宿泊費は別途） 
■定員 15 名  
■申込締切 10 日前まで  
■申込・問合せ/企画運営 NPO 法人 

たてやま・海辺の鑑定団 
■宿泊費 4,500 円は当日直接、民宿に支払 

＊体験プログラムを
セットにした 
宿泊プラン 

『おいしい体験しよう』

★ポイント★  
「南砺里山博」での

宿泊を伴う 
体験型旅の展開

★ポイント★ 
既存の宿泊施設

の魅力化 

担当 ○○○○ 
“たてやま 
観光マイスター”

Ｒ
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「Rent, Eat, Stay」という「場所貸し・飲食・宿泊」を軸に 

各ユニットごとに様々なサービスを提供し、多様な人達と連携 

して行く事で、営業利益とコミュニティ醸成を図っている。 

■参考事例 ３  ドイツ・ベルリン 

『Plus One Berlin』～地元民だからこそわかる本物の魅力を伝えたい～ 

 

■参考事例 ２  北海道小樽市  

『（旧）岡川薬局（小樽市指定歴史的建造物：昭 5 年建築 木造 3 階建）』 
～食べれて、借りれて、泊まれる、まちの縁側～ 

 

実施 

イメージ 

 

 

実施主体 
OKAGAWA PHARMACY  
（主に本体で営業しているが、出店者枠もあり） 

1930 年に建設された小樽の歴史的建造物を、2010 年 4 月から（旧）岡川薬局として営業を開始。 

「（食）べれて、（借）りれて、（泊）まれる、まちの縁側。」をテーマに、観光都市小樽における宿泊を軸とした不動

産の活用と、文化と経済を意識した新しいビジネスモデルの創出を図っています。 

■１階 Caffee ２階ゲストハウス
○男女別相部屋 4800 円 / 1 名 2 泊目〜 4300 円   

○イベント参加後の宿泊 3500 円 / 1 名  

○小樽市民の方・通勤、通学されている方 3500 円  

■Working Stay （換）
ワーキングステイ制による「宿泊費」と「労働」の交換 

○ 一日 4,5 時間の手伝いで宿泊が無料（１日２名まで） 
＜ワーキングステイ条件＞  

・18 歳～35 歳。  

・一日 5 時間程度の労働。時間帯は要相談。  
・主な仕事は掃除や洗濯、Cafe White の手伝い等  

・3 日～1 か月の場合のみ受け入れ。  

・1 週間以上滞在の場合は、週 1 日休日  

実施 

イメージ 

 

実施主体 Plus One Berlin 

ベルリンで最も活気のあるエリア Kreuzkölln 地区の中心にある賃貸マンションを、地元ガイド付きの宿

泊施設に改修。2012 年 3 月にオープン。 

宿の中でいかに快適に、満足して過ごしてもらうかだけでなく、宿の”外”でも、いかに街を満喫してもらうか、またベ

ルリンで暮らすことを考えている人に、ベルリンの本当の魅力を感じてもらうことに焦点を当てています。 

★ポイント★ 
【交流拠点と宿の一体化】
カフェやライブ・イベントなど

市民の活用も促進 

■ホームページから予約可能で、予約するとページにログインすることができ、ガイドたち
のフェイスブックや twitter 等を見て、ゲストはその中からガイドを選べる。 

■１時間以内でも、３～５時間の長時間でも、マンツーマンで好きなときに街を案内しても
らうことができる。 

■おすすめの場所への案内や、その街・国について話を聞くこと、一緒にご飯を食べに出か
けることができる。 

【２８人の地元ガイドたちの紹介＆ Facebook】 

「（旧）岡川薬局」ＨＰより

★ポイント★ 
【宿泊場所】と 

【観光アドバイス・旅の友】
を兼ねる 

＊２～３泊 120 ユーロ～ 
（宿泊費の中にガイド料を含む）

＊ガイドは知識・情熱のある選ばれ
た住民で、異なる国籍や職業か
らなっています。 

「Plus One Berlin」ＨＰより

歴史的建造物の 
活用 
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■参考事例 １  飛騨高山 

飛騨里山サイクリング 
 

実施 

イメージ 

 

ツアー例 

「冬の朝を感じる、スタンダードツアー」や「男前大工とめぐる、古民家サイクリングツアー」など、宿泊を

促進するものや、リピーター、定住者に向けて積極的に展開している。 

 

 

 

実施主体 主催：  「飛騨里山サイクリング」 株式会社 美ら地球 

リファレンス事業４
【魅力づくり ２－③】  ウォーキング・サイクリング・トレッキング環境づくり 対象事業 

美しい日本の里山をめぐるスローなガイドツアーで、観光地の外にある静かな農村風景や点在する古民家をガイド

と一緒に訪ね、飛騨の人々の暮らしに触れる、いつもの観光とは違うちょっと贅沢なサイクリングとして、季節や折々

の風物と合わせたツアーを提供しています。 

「飛騨里山サイクリング」ＨＰより 

『冬の朝を感じる、 

スタンダードツアー』 

★ポイント★
 

サイクリングを通して、
他の取り組み・事業との

展開が期待できる 

＊「“オール南砺” 

宿泊プログラムの開発」

の事業展開イメージのひとつ

『男前大工とめぐる、 

古民家サイクリングツアー』 

＊「南砺男子（仮称）による 

ＰＲ・案内作戦」

の事業展開イメージのひとつ

今
旅
の
案
内
人

Ｒ
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■参考事例 ２  長野県 関田山脈の総延長 80km  

～ 信越トレイル ～ 
 

 

 

実施 

イメージ 

 

 

 

 

 

 

【信越トレイルトレッキングツアー 】  

毎年 6 月～11 月まで、信越トレイルを楽しく手軽に楽しめるトレッキングツアーを開催。 

信越トレイル全線 80km を6つのセクション（区間）に分けて、少しずつ歩ける日帰りトレッキングツアーを提

供。都合の良い日程で参加できるの で、体力に合せたり、季節を変えたりしながら参加できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【信越トレイルクラブ加盟宿泊施設 】  

信越トレイルクラブでは、おすすめの宿として、クラブの理念に賛同しトレイルメンテナンス活動等にも参

加してもらっている宿泊施設を、信越トレイルの情報にも詳しく、より快適なトレッキングを提案してくれる宿

として、宿泊を推奨している。 

＊これらの宿の多くは最寄の駅や信越トレイルまでの送迎もサービスで行っている 

 

【STC（信越トレイルクラブ）登録ガイド】  

信越トレイルクラブでは、登録条件を満たし活動の趣旨に賛同している方を、ガイドとして登録し、利用 

者とこの地域を本当の意味で結びつける重要な役割と位置づけている。 

 

 

 

 

実施主体 ＮＰＯ法人 信越トレイルクラブ 

かつてあった古道や国有林の管理道を人力で復元し、平成 20 年 9 月に信越トレイルとして全線開通。 

持続的なトレイルの利用を目指し、開通後もボランティアを中心として整備活動・維持管理がなされています。 

また、トレイルの利用に偏ることなく、自然環境調査や教育機関を対象とした環境啓発活動など、整備活動と並行

して里山の自然環境の保全活動も実践しています。 

「信越トレイルオフィシャルサイト」ＨＰより

★ポイント★  
『全線踏破証』や 

『公式ガイドブック』の発行など
リピーター増の仕掛け 

■STC 登録ガイド派遣料（ガイド１名に対して)  
半日(4 時間以内)  ￥10,000   １日(８時間以内)  ￥15,000 

■ガイドレシオ（ガイド１名に対して、案内可能利用者１０名以内） 

■宿に泊まって歩こう トレイルショートツアー 
戸狩観光協会加盟宿に開催日の前日又は当日に 

ご宿泊されるお客さまがご参加頂ける、参加費無料
のツアーです。  

宿オーナーや女将達と一緒にふれあい、秋の里山
をトレッキング(伏野峠～野々海峠)。 歩く時間に
余裕を持たせた、ゆったりショートツアーで心も体
もリフレッシュ。 

★ポイント★ 
『道宗道』等の 

今後の観光展開

＊アピール！！ 

信越トレイルの魅力は、 

ガイド付でこそ楽しめる。 
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■参考事例 １  和歌山市 

～和歌山電鐵 貴志川線～ 
 

実施 

イメージ 

 

 

 

 

実施主体 
和歌山電鐵株式会社 

支援団体：貴志川線の未来を“つくる”会（沿線住民サポーター） 

リファレンス事業５
【おもてなし ３－②】  城端線で来たくなる環境・交通づくり 対象事業 

「あっとおどろくプロジェクト構想」として、「いちご電車（H18）」「おもちゃ電車（H19）」「たま駅長（H19）」などの話題

ある電鉄のあり方を提供し、多くの観光客を集めています。 

また貴志川線を支援する任意団体として、平成 15 年に南海電鉄が貴志川線の廃線意思を表明したことを受け

発足した「貴志川線の未来を“つくる”会」は、沿線住民サポーターからなり、平成１８年から「貴志川線祭り」など各

種イベントを開催しています。 

「和歌山電鐵株式会社」 

「貴志川線の未来を“つくる”会」ＨＰより 

■参考事例 ２  静岡県浜松市 

～天竜浜名湖鉄道 天浜線～ 日本の原風景に出逢う旅。 

 

実施 

イメージ 

 

【天浜線を利用する旅の提供と発信】 
・浜松ホームページコンテスト 2010 受賞や、 
『天浜線沿線をくまなく歩く』ウォーキングコース MAP 
など、発信に力を入れている。 
 

 

実施主体 
天竜浜名湖鉄道株式会社 

支援団体：天浜線サポーターズクラブ 

天竜浜名湖鉄道は、2010 年に全線にわたって国の登録有形文化財に登録され、25 周年の銀婚式列車の走

行や文化財列車の実施など、天浜線による観光振興に取り組んでいます。 

また天浜線の支援団体として「天浜線サポーターズクラブ」があり、沿線での各イベントや沿線マップづくり等を行

っています。 

「たまミュージアム貴志駅」 

改築前

改築後

＊貴志川線まつりにおいて、 

「あと４回多く乗って永続させよう」 

を合い言葉に行われている、駅近隣 

会場での鉄道系の展示やイベント 

★ポイント★ 
沿線住民の支援

★ポイント★ 
デザイン電車 

・駅舎改築等による
観光客の増加

★ポイント★  
駅舎や車体等ハードの改変
がなくても、ＨＰ・Map・イベント

等の充実による盛り上げ

「天竜浜名湖鉄道株式会社」ＨＰより 

Ｒ
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５．観光統計調査手法検討資料 

 

（１）アンケート調査の必要サンプル数 

    総務省統計局監修「統計実務基礎知識」より、アンケート 1 回あたりの必要サンプル数を

以下のように算定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

n＝ 

 

 

  

ここで、上記の式のうち、λは推計結果の信頼水準によって定まる値で、 

  λ＝１のときは、信頼水準が 68％ 

  λ＝２のときは、信頼水準が 95％ 

  λ＝３のときは、信頼水準が 99.7％  となります。 

 

一般の場合は、信頼水準 95％となるλ＝２の値を使用します。 

p、q の回答者比率は、通常 p×q が最大となる値（0.5×0.5=0.25、つまり p、q ともに 0.5）を使用

します。 

 

d の標本誤差（サンプリング誤差）は、5％と仮定します。 

 

これらを算出式に入れると、 

 

標本数＝         ＝ 400 

 
 

ゆえに、調査結果の誤差を 5％以内に収める場合の最低必要サンプル数は、400 となります。 

n：標本数 

d：標本誤差 

λ：信頼水準によって定まる値

p：当該比率(賛成者の比率) 

q：1－p（反対者の比率） 

λ2 ×p×q 

  d2 

22 ×0.5×0.5 

  0.052 
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高 山 ●

①
面

接
調

査
観

光
地

点
で

の
調

査
員

に
よ

る
面

接
調

査
（
各

地
点

約
２

名
）
：
（
補

足
調

査
と

し
て

宿
泊

施
設

で
の

留
置

調
査

、
交

通
施

設
で

の
面

接
調

査
等

）
観

光
地

点
で

の
調

査
員

に
よ

る
面

接
調

査
観

光
地

点
で

の
調

査
員

に
よ

る
面

接
調

査

・
デ

ー
タ

の
信

頼
性

の
確

保
の

た
め

面
接

調
査

を
行

う
・
調

査
費

用
、
労

力
が

か
か

る
・
回

答
者

へ
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

等
の

粗
品

の
検

討

調
査

周
期

四
半

期
ご

と
に

１
日

　
（
年

４
回

）
年

1
回

四
半

期
ご

と
・
費

用
、
人

員
等

を
勘

案
し

て
実

施
周

期
を

検
討

②
留

置
調

査
主

要
な

観
光

施
設

等
で

の
留

置
調

査
・
デ

ー
タ

の
信

頼
性

の
確

保
の

た
め

留
置

調
査

を
行

う

調
査

周
期

通
年

③
郵

送
調

査
－

主
ア

ン
ケ

ー
ト
ハ

ガ
キ

に
よ

る
調

査
　
　
　
(パ

ン
フ

レ
ッ

ト
請

求
者

等
に

配
布

)
＊

回
収

率
約

1
6
％

（
平

成
2
3
年

度
実

績
）

ア
ン

ケ
ー

ト
ハ

ガ
キ

に
よ

る
調

査
　
(パ

ン
フ

レ
ッ

ト
請

求
者

等
に

ア
ン

ケ
ー

ト
返

信
ハ

ガ
キ

を
配

布
)

・
回

収
率

が
低

い
と

サ
ン

プ
ル

数
は

多
く

望
め

な
い

が
、
補

足
調

査
と

し
て

実
施

③
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

調
査

－
補

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

H
P
上

で
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
の

H
P
上

の
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
・
デ

ー
タ

化
さ

れ
て

い
る

た
め

、
集

計
が

容
易

・
ア

ン
ケ

ー
ト
シ

ス
テ

ム
の

構
築

●

・
統

計
推

計
と

し
て

必
須

事
項

以
外

に
、
来

訪
者

の
満

足
度

・
具

体
的

意
向

等
を

把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
、
今

後
の

交

調
査

基
準

（
案

）
：
南

砺
市

推
奨

　 ・
現

在
既

に
行

わ
れ

て
い

る
調

査
地

点
に

、
五

箇
山

総
合

案
内

所
等

、
新

た
な

観
光

地
点

を
追

加
す

る
・
宿

泊
観

光
入

込
客

数
を

把
握

す
る

上
で

、
最

も
確

実
な

数
字

と
し

て
市

内
全

宿
泊

施
設

に
よ

る
カ

ウ
ン

ト
調

査
を

依
頼

す
る

＋
県

実
施

項
目

(情
報

源
魅

力
満

足
度

再
訪

意
欲

)

　
＋

 ①
市

独
自

で
選

定
の

観
光

地
点

②
市

内
全

て
の

宿
泊

施
設

・
観

光
地

点
は

管
理

者
報

告
（
毎

月
ご

と
）

・
行

祭
事

・
イ

ベ
ン

ト
の

人
数

は
主

催
者

報
告

（
終

了
時

）
＋

・
宿

泊
施

設
か

ら
の

報
告

（
四

半
期

ご
と

）

　 ・
宿

泊
施

設
の

協
力

体
制

を
構

築
・
宿

泊
施

設
に

は
調

査
結

果
概

要
版

を
配

布
す

る

課
題

推
奨

理
由

主

共
通

基
準

以
下

要
件

の
全

て
を

満
た

す
観

光
地

点
(行

祭
事

・
イ

ベ
ン

ト
は

②
,③

)
①

非
日

常
利

用
が

多
い

こ
と

②
観

光
入

込
客

数
が

適
切

に
把

握
で

き
る

地
点

③
前

年
の

観
光

入
込

客
数

が
年

間
1
万

人
以

上
、

ま
た

は
前

年
の

特
定

月
の

観
光

入
込

客
数

が
5
千

人
以

上

・
観

光
地

点
は

管
理

者
報

告
（
毎

月
ご

と
）

・
行

祭
事

・
イ

ベ
ン

ト
の

人
数

は
主

催
者

報
告

（
終

了
時

）

主

調
査

事
項

検
討

項
目

調
査

対
象

集
計

方
法

　 　 　 観 光 地 点 パ ラ メ ー タ

参
考

事
例

（
＊

共
通

基
準

と
同

じ
手

法
・
条

件
の

場
合

は
　

○
）

▲

補

推 奨 案
高

山
市

の
例

（
ヒ

ア
リ
ン

グ
）

○
＋

  
①

市
独

自
で

選
定

の
観

光
地

点
②

市
内

全
て

の
宿

泊
施

設
（
宿

泊
施

設
回

収
率

約
６
０
％

）

○
＋

・
イ

ベ
ン

ト
入

込
数

は
交

通
量

や
駐

車
場

台
数

調
査

も
活

用
・
宿

泊
客

数
は

、
宿

泊
施

設
か

ら
の

報
告

（
四

半
期

ご
と

）

○
＋

 イ
メ

ー
ジ

・
印

象
、
観

光
情

報
源

、

ー

入 込 客 数 調 査

調 査 方 法

■
観

光
客

自
身

の
情

報
（
居

住
地

、
性

別
、
年

齢
）

■
観

光
内

容
（
日

帰
り
・
宿

泊
種

別
、
宿

泊
施

設
、
旅

行
目

的
同

行
者

数
観

光
地

の
訪

問
回

数
訪

問
観

光
地

点

－

補

Ａ Ｂ

共
通
基
準

を
採
用
：
●

高
山
市
を
採
用
：
高
山

そ
の
他
：
▲

●
等

を
把

握
す

る
こ

と
に

よ
り
、
今

後
の

交
流

観
光

ま
ち

づ
く
り
に

活
か

す
。

・
標

本
誤

差
・
信

頼
水

準
等

の
条

件
よ

り
、
各

調
査

の
１
回

あ
た

り
の

必
要

サ
ン

プ
ル

数
を

4
0
0
と

算
定

・
サ

ン
プ

ル
の

回
収

実
績

に
応

じ
て

調
査

方
法

の
拡

充
を

検
討

・
観

光
案

内
所

の
あ

る
市

内
４
地

点

日
帰

り
観

光
●

宿
泊

観
光

高 山

・
観

光
地

点
等

入
込

客
数

調
査

の
デ

ー
タ

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
精

度
向

上
を

図
る

。

● ● 高 山

・
調

査
は

年
度

で
な

く
年

（
１
～

１
２
月

）
で

行
い

、
２
～

３
月

で
集

計
。
公

表
は

４
月

を
予

定
。

・
職

員
の

異
動

や
予

算
編

成
の

時
期

等
を

考
慮

▲
・
調

査
方

法
や

集
計

方
法

を
確

立
す

る
ま

で
人

員
要

・
調

査
の

サ
ン

プ
ル

数
の

確
保

が
不

十
分

だ
と

信
頼

水
準

が
変

動

(情
報

源
、
魅

力
、
満

足
度

、
再

訪
意

欲
)

４
０
０
サ

ン
プ

ル
以

上

４
地

点
：
五

箇
山

・
城

端
・
井

波
・
福

野

（
Ａ

 観
光

入
込

客
数

合
計

）
×

構
成

比
／

 （
Ｂ

 平
均

訪
問

地
点

数
）

（
Ａ

 宿
泊

施
設

カ
ウ

ン
ト
調

査
）

／
 （

Ｂ
 平

均
利

用
宿

泊
施

設
数

）
×

 （
Ｂ

 実
家

・
キ

ャ
ン

プ
場

等
利

用
補

正
係

数
)

（
Ａ

 観
光

入
込

客
数

）
 ×

 （
Ｂ

 観
光

消
費

額
単

価
)

B
調

査
結

果
か

ら
推

計

調
査

に
係

る
人

員
等

に
つ

い
て

公
表

周
期

B
調

査
結

果
か

ら
推

計
　
(同

行
者

数
と

観
光

地
点

の
入

込
客

数
で

加
重

平
均

)

（
Ａ

 観
光

入
込

客
数

）
 ×

 （
観

光
消

費
額

単
価

)

四
半

期
ご

と

①
調

査
集

計
・
ﾃ

ﾞｰ
ﾀ
入

力
：
約

8
人

（
2
人

×
2
ヶ

月
×

四
半

期
）

②
面

接
調

査
：
約

8
0
人

（
2
人

×
1
0
地

点
×

1
日

×
四

半
期

）

②
観

光
消

費
額

単
価

そ
の

他

調
査

事
項

調
査

サ
ン

プ
ル

数

調
査

地
点

① 観 光 入 込 客 数

タ 調 査 　 　 統 計 量 の 推 計 方 法
③

観
光

消
費

額

▲

＋
 イ

メ
ジ

印
象

、
観

光
情

報
源

、
宿

泊
施

設
・
観

光
施

設
等

の
満

足
度

約
3
,0

0
0
サ

ン
プ

ル
（
は

が
き

ア
ン

ケ
ー

ト
）

－

的
、
同

行
者

数
、
観

光
地

の
訪

問
回

数
、
訪

問
観

光
地

点
名

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利

用
交

通
機

関
、
観

光
消

費
額

単
価

）

3
,0

0
0
サ

ン
プ

ル
以

上
／

回
×

四
半

期
（
１
地

点
３
０
０
×

１
０
地

点
）

観
光

地
点

1
0
地

点
以

上
　
(行

祭
事

・
イ

ベ
ン

ト
は

調
査

対
象

外
)

（
Ａ

 観
光

入
込

客
数

合
計

）
×

構
成

比
／

 （
Ｂ

 平
均

訪
問

地
点

数
）

　
(宿

泊
観

光
入

込
客

数
：
観

光
庁

デ
ー

タ
）

／
 （

Ｂ
 平

均
利

用
宿

泊
施

設
数

）
×

 （
Ｂ

 実
家

・
キ

ャ
ン

プ
場

等
利

用
補

正
係

数
)

○
×

　
（
高

山
市

独
自

の
推

計
値

）

○

（
Ａ

 宿
泊

施
設

カ
ウ

ン
ト
調

査
）

／
 （

Ｂ
 平

均
利

用
宿

泊
施

設
数

）
×

 （
Ｂ

 実
家

・
キ

ャ
ン

プ
場

等
利

用
補

正
係

数
)

（
Ａ

 観
光

入
込

客
数

合
計

）
－

（
宿

泊
客

数
＋

 市
独

自
推

計
値

）
＊

共
通

基
準

策
定

以
前

よ
り
実

施
し

て
い

る
た

め

・
昭

和
４
５
年

よ
り
独

自
の

手
法

で
統

計
調

査
を

実
施

・
調

査
結

果
は

、
「
統

計
資

料
」
と

し
て

毎
年

６
０
０
部

製
本

。
・
宿

泊
施

設
従

業
員

を
対

象
と

し
て

「
お

も
て

な
し

研
修

」
を

実
施

し
、
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
の

報
告

・
反

映
を

図
っ

て
い

る
。

年
1
回

・
調

査
結

果
は

「
統

計
資

料
」
と

し
て

毎
年

製
本

（
部

数
は

要
検

討
）

・
観

光
、

宿
泊

施
設

関
係

に
は

概
要

版
を

配
布

す
る

と
と

も
に

、
報

告
研

修
会

を
実

施
し

、
調

査
結

果
の

反
映

を
図

る
。

①
市

に
統

計
調

査
担

当
を

設
置

検
討

　
も

し
く
は

、
②

外
部

協
力

委
託

を
検

討

年
１
回

①
調

査
集

計
・
デ

ー
タ

入
力

：
市

職
員

１
人

（
１
１
人

中
）
で

担
当

②
面

接
調

査
実

施
：
シ

ル
バ

ー
人

材
に

委
託

Ｃ
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６．観光統計調査票 

調査票については、平成２１年１２月に国土交通観光庁により施行された「観光入込客統計に関する共

通基準」で示されている調査項目等を基準として、次項の通りに設定しました。 
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南

 砺
 
市

 
観

 
光

 
客

 
動

 
態

 
調

 
査

 
 

 【
Q
1
】

あ
な

た
の

お
住

ま
い

は
ど

こ
で

す
か

。
国

内
に

お
住

ま
い

で
あ

れ
ば

都
道

府
県

名
、

海
外

で
あ

れ
ば

国
名

を
ご

記
入

下
さ

い
。

ま
た

、
富

山
県

に
お

住
ま

い
の

場
合

は
市

町
村

名
を

ご
記

入
下

さ
い

。
 

（
都

道
府

県
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 
 

海
外

の
場

合
（

国
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 
 

 
 

 
富

山
県

の
場

合
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
市

町
村

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 【
Q
2
】

あ
な

た
の

性
別

、
年

齢
を

選
ん

で
下

さ
い

。
※

そ
れ

ぞ
れ

１
つ

だ
け

 

性
別

 
：

 
１

．
男

性
 

 
 

２
．

女
性

 

年
齢

 
：

 
１

．
1
0

歳
未

満
 

 
２

．
1
0

歳
代

 
 

３
．

2
0

歳
代

 
 

４
．

3
0

歳
代

 
 

５
．

4
0

歳
代

 
 

 
 

 
 

 
６

．
5
0

歳
代

 
 

 
７

．
6
0

歳
代

 
 

８
．

7
0

歳
代

 
 

９
．

8
0

歳
以

上
 

 【
Q
3
】

今
回

の
旅

行
は

日
帰

り
で

す
か

、
宿

泊
で

す
か

。
※

１
つ

だ
け

 
宿

泊
で

あ
れ

ば
、

何
泊

か
、

そ
の

内
南

砺
市

内
で

は
何

泊
す

る
か

、
い

く
つ

の
施

設
に

宿
泊

す
る

か
を

ご
記

入
下

さ
い

。
ま

た
、

市
内

で
は

ど
の

よ
う

な
施

設
に

宿
泊

す
る

か
を

ご
記

入
下

さ
い

。
※

い
く

つ
で

も
 

１
．

日
帰

り
 

 
２

．
宿

泊
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
宿

泊
し

た
施

設
の

数
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
宿

泊
数

  
 

泊
 

→
 

そ
の

う
ち

市
内

  
 

泊
 

⇒
 

市
内

宿
泊

施
設

数
  

 
施

設

 
＜

市
内

宿
泊

施
設

＞
 

１
．

実
家

や
知

人
・

親
戚

宅
 

 
２

．
旅

館
 

 
３

．
ホ

テ
ル

 
 

４
．

ペ
ン

シ
ョ

ン
・

民
宿

 
５

．
保

養
所

・
研

修
所

 
 

６
．

キ
ャ

ン
プ

場
 

 
７

．
(キ

ャ
ン

プ
場

以
外

の
)車

中
泊

・
交

通
機

関
内

で
の

宿
泊

８
．

別
荘

・
リ

ゾ
ー

ト
マ

ン
シ

ョ
ン

 
 

９
．

会
員

制
の

宿
泊

施
設

 
 

1
0
．

そ
の

他
 

 【
Q
4
】

今
回

の
旅

行
の

主
要

な
目

的
は

何
で

す
か

。
※

１
つ

だ
け

 

１
．

ビ
ジ

ネ
ス

 
 

 
２

．
観

光
 

 
 

３
．

帰
省

・
知

人
訪

問
 

 
 

４
．

(１
～

３
の

ど
れ

で
も

な
い

)そ
の

他
 

 【
Q
5
】

あ
な

た
も

含
め

て
、

何
人

で
の

、
ど

な
た

と
一

緒
の

旅
行

で
す

か
。

※
子

供
や

乳
幼

児
も

含
む

 

（
 

 
 

 
 

）
人

 

 
 

 
 

 
２

人
以

上
の

場
合

 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
．

家
族

 
 

 
２

．
友

人
 

 
 

３
．

職
場

・
学

校
等

の
団

体
旅

行
 

 
 

４
．

そ
の

他
 

 【
Q
6
】

ご
一

緒
の

み
な

さ
ん

全
員

の
、

今
い

る
観

光
地

の
訪

問
が

何
回

目
か

ご
存

じ
で

す
か

。
 ※

回
答

の
合

計
は

Ｑ
５

と
一

致
 

１
．

知
ら

な
い

 
２

．
知

っ
て

い
る

 →
 １

回
目

の
人

数
（

 
 

 
）

人
、

２
回

目
の

人
数

 
 

（
 

 
 

）
人

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３

回
目

の
人

数
（

 
 

 
）

人
、

４
回

目
以

上
の

人
数

（
 

 
 

）
人

 

 【
Q
7
】（

市
外

に
お

住
ま

い
の

方
の

み
お

答
え

く
だ

さ
い

）
 

ご
一

緒
の

み
な

さ
ん

全
員

の
、

南
砺

市
の

訪
問

が
何

回
目

か
ご

存
じ

で
す

か
。

 
※

回
答

の
合

計
は

Ｑ
５

と
一

致
 

１
．

知
ら

な
い

 
２

．
知

っ
て

い
る

 →
 １

回
目

の
人

数
（

 
 

 
）

人
、

２
回

目
の

人
数

 
 

（
 

 
 

）
人

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３

回
目

の
人

数
（

 
 

 
）

人
、

４
回

目
以

上
の

人
数

（
 

 
 

）
人

 

 

 【
Q
8
】

今
回

の
旅

行
で

訪
れ

た
市

内
の

観
光

地
と

移
動

に
用

い
た

交
通

機
関

を
ご

記
入

下
さ

い
。

こ
れ

か
ら

訪
問

す
る

観
光

地
に

つ
い

て
も

予
定

を
ご

記
入

下
さ

い
。

※
観

光
地

は
一

覧
表

よ
り

、
交

通
機

関
は

下
表

よ
り

番
号

を
お

選
び

下
さ

い
。

ま
た

、
本

市
に

訪
れ

る
前

・
後

に
立

ち
寄

っ
た

（
立

ち
寄

る
予

定
の

）
市

ま
た

は
都

道
府

県
が

あ
れ

ば
ご

記
入

下
さ

い
。

 
 

こ
こ

に
来

る
前

に
い

た
場

所
 

現
在

地
 

こ
れ

か
ら

行
く

予
定

の
場

所
 

 
 

他
都

市
 

 →
 

 
→

 
 

→
 

調
査

地
点

 →
 

 →
 

 →
 

 
他

都
市

 

      【
表

】
交

通
機

関
 

①
Ｊ

Ｒ
在

来
線

 
 

 
 

 
②

貸
切

バ
ス

・
観

光
バ

ス
 

 
③

高
速

バ
ス

 
 

 
 

 
 

 
 

④
市

内
バ

ス
  

 
⑤

タ
ク

シ
ー

・
ハ

イ
ヤ

ー
 

⑥
レ

ン
タ

カ
ー

 
 

 
 

 
 

⑦
自

家
用

車
、

社
用

・
公

用
車

 
⑧

そ
の

他
 

 

 
南

砺
市

以
外

に
立

ち
寄

る
市

ま
た

は
都

道
府

県
が

あ
る

場
合

は
ご

記
入

く
だ

さ
い

 

 
 

こ
こ

に
来

る
前

に
い

た
市

・
県

 
現

在
地

 
こ

れ
か

ら
行

く
予

定
の

市
・

県
 

 
 

他
都

市
 

 →
市

・
県

 →
市

・
県

 →
 

調
査

地
点

 →
市

・
県

 →
  

市
・

県
 

 →
 

 
他

都
市

 

      ※
交

通
機

関
は

上
表

か
ら

選
択

 

 【
Q
9
】

今
回

の
旅

行
で

、
使

う
費

用
（

こ
れ

か
ら

使
う

予
定

も
含

め
て

）
を

教
え

て
下

さ
い

 
１

人
当

た
り

の
費

用
を

、
下

欄
の

項
目

別
に

ご
記

入
下

さ
い

。
 

※
 交

通
費

は
高

速
料

金
や

ガ
ソ

リ
ン

代
や

駐
車

場
代

を
含

め
、

市
内

・
市

外
分

を
分

け
て

記
入

 
※

 今
回

の
旅

行
が

パ
ッ

ク
旅

行
で

あ
る

場
合

、
費

用
が

市
内

の
み

か
、

市
外

分
を

含
む

か
を

選
択

 
※

 □
←

表
内

の
回

答
が

グ
ル

ー
プ

合
計

の
場

合
に

は
チ

ェ
ッ

ク
 

 
使

用
費

用
 

使
用

費
用

 

①
交

通
費

 
(市

内
分

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

円
 

(市
外

分
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 円

 

②
宿

泊
費

 
(市

内
分

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

円
 

 

③
土

産
代

 
(市

内
分

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 円
 

 

④
飲

食
費

 
(市

内
分

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 円
 

 

⑤
入

場
料

 
(市

内
分

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 円
 

 

⑥
そ

の
他

 
(市

内
分

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 円
 

 

⑦
パ

ッ
ク

料
金

 
 

  
 □

市
内

分
の

み
 

も
し

く
は

 
□

市
外

分
含

む
 

 

交
通

機
関

( 
 

 
)

交
通

機
関

( 
 

 
)

交
通

機
関

( 
 

 
)

交
通

機
関

( 
 

 
)

交
通

機
関

( 
 

 
)

交
通

機
関

 

( 
 

 
) 

交
通

機
関

( 
 

 
)

交
通

機
関

( 
 

 
)

交
通

機
関

( 
 

 
)

交
通

機
関

 

( 
 

 
) 
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【
Q
1
0
】

今
回
の
旅

行
の

情
報
源

と
な
っ
た

観
光

情
報
の

入
手
先
は

何
で
す

か
。
（
主

な
も

の
を

一
つ

だ
け

お
答

え
く

だ
さ

い
）

１
．
テ

レ
ビ

・
ラ

ジ
オ

２
．

新
聞

３
．
雑

誌
４
．
ポ

ス
タ

ー
・

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

５
．

旅
行

代
理

店

６
．
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

７
．

一
度

来
て

よ
か

っ
た

か
ら

８
．
友

人
や

家
族

の
口

コ
ミ

９
．
そ

の
他

(
)

【
Q
1
1
】

南
砺
市
の

魅
力

は
何
だ

と
思
い

ま
す
か
。
（
複

数
回
答
可

）

１
．
自

然
２
．

食
べ

物
・

料
理

３
．
温

泉
４
．
歴

史
（

名
所

・
旧

跡
）

５
．

伝
統

・
ま

つ
り

６
．
お

も
て

な
し

７
．
そ

の
他

(
)

【
Q
1
2
】

今
回
の
南

砺
市

内
の
旅

行
で
の
満

足
度

を
お
答

え
く
だ
さ

い
。（

該
当
す

る
も
の
一

つ
に

○
）

大
い
に
満
足

満
足

普
通

不
満

大
い

に
不

満

①
市
内

の
交

通
機

関
(鉄

道
・

ﾊ
ﾞｽ
・
ﾀ
ｸ
ｼ
ｰ等

)に
つ
い

て
1

2
3

4
5

②
情
報

発
信

(ﾊ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄ・

案
内
所

等
)に

つ
い

て
1

2
3

4
5

③
接
客

(お
も
て

な
し

)に
つ

い
て

1
2

3
4

5

④
宿
泊

に
つ

い
て

(宿
泊
者

の
方
の

み
)

1
2

3
4

5

⑤
お
土

産
品

に
つ

い
て

1
2

3
4

5

⑥
食
べ

物
・

料
理

に
つ

い
て

1
2

3
4

5

⑦
観
光

施
設

・
観

光
資

源
に

つ
い

て
1

2
3

4
5

⑧
今
回

の
旅

行
全

体
(市

内
)の

満
足

度
に

つ
い

て
1

2
3

4
5

【
Q
1
3
】

Q
1
2

で
、「

大
い

に
満
足
」
、
「

満
足
」
、
「

不
満
」
、
「
大

い
に

不
満
」

と
答

え
た

方
は

そ
の

理
由

を
、
「
普

通
」

と
答
え

た
方
は

南
砺

市
の
観

光
に
つ
い

て
自

由
な
ご
意

見
を

お
聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

【
Q
1
4
】

南
砺
市
で

の
観

光
の
魅

力
度
を
一

層
高

め
る
た

め
に
は
、
ど

の
よ

う
な
事

が
必

要
と

考
え

ま
す
か

。
（

複
数

回
答

可
）

１
．
白

川
郷

や
高

山
、

金
沢

な
ど

の
周

遊
地

と
の

移
動

が
し

や
す

い
交
通

手
段

の
充

実

２
．
白

川
郷

や
高

山
、

金
沢

な
ど

の
周

遊
地

と
連

携
し

た
情

報
発

信
３
．

体
験

型
観

光
メ

ニ
ュ

ー
の

充
実

４
．
テ

ー
マ

別
の

モ
デ

ル
コ

ー
ス

の
充

実
５

．
連

泊
す
る

と
安

く
な

る
な

ど
宿

泊
施

設
の

サ
ー

ビ
ス

充
実

６
．
そ

の
他

(
)

【
Q
1
5
】

南
砺
市
へ

ま
た

来
た
い
で

す
か
。

ま
た

、
そ
の
理

由
を

お
聞

か
せ
く

だ
さ

い
。

１
．
ぜ

ひ
ま
た
来

た
い

２
．

機
会

が
あ

れ
ば
ま
た

来
た
い

３
．
あ
ま

り
来

た
い
と

思
わ
な
い

４
．
も

う
来
な
い

と
思
う

５
．
わ
か

ら
な
い

＜
理
由

＞

【
Q
1
6
】

こ
の
観

光
地
（
調

査
地
点

：
）
に

つ
い

て
、

自
由
な

ご
意
見
を

お
聞

か
せ
く

だ
さ
い
。

調
査

は
以

上
で

す
。
ご

協
力

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

調
査

員
記

入
欄

調
査
地

点
名

調
査
年

月
日

年
月

日

調
査
時

刻
（

：
）

別
紙

＜
南
砺

市
内

観
光

地
リ
ス

ト
＞

世
界
遺

産
植
物

園

1
.
相
倉

合
掌

造
り
集

落
1
3
.
園
芸

植
物

園

2
.
菅
沼

合
掌

造
り
集

落
ス
キ

ー
場

寺
社
・
仏
閣

1
4
.
IO
X
-
A
R
O
S
A

3
.
井
波

別
院

瑞
泉

寺
1
5
.
た
い

ら
ス

キ
ー
場

4
.
城
端

別
院

善
徳

寺
1
6
.
タ
カ

ン
ボ

ス
キ

ー
場

美
術

館
1
7
.
ス
ノ
ー
バ
レ
ー
利
賀
（
廃
止
予
定
）

5
.
瞑
想

の
郷

1
8
.
閑
乗

寺
ス

キ
ー
場

（
廃
止
予
定
）

6
.
光
徳

寺
自

然

7
.
福
光

美
術

館
1
9
.
桜
ヶ
池

博
物

館
2
0
.
桂
湖

8
.
城
端

曳
山

会
館

9
.
井
波

彫
刻

総
合
会

館

記
念

・
資

料
館

1
0
.
そ
ば

の
館

1
1
.
棟
方

志
功

記
念

館
愛

染
苑

1
2
.
五
箇

山
和

紙
の
里
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